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(57)【要約】
少なくとも１つの例示的実施形態は、個人化音声管理ア
プリケーションを実装することを対象とする。デバイス
を構築するように、ハードウェアおよびソフトウェアを
備えるモジュールが製造業者に提供される。個人化音声
管理アプリケーションを伴うデバイスの遠隔有効化のた
めのプロセスが立案される。消費者は、ウェブ環境を介
した購入および定期利用ハードウェアおよびアプリケー
ションを通して、音声環境を管理するためのアプリケー
ションを選択する。製造業者によって開発された全ての
製品は、個人化音声管理アプリケーションを実行して試
験され、認証される。製造業者および消費者は、両方と
も、損害賠償保険をかけられてもよい。ユーザは、遠隔
で購入し、更新し、ハードウェアを購入し、定期利用ベ
ースのアプリケーションを追加してダウンロードし、ウ
ェブ環境を通して消耗品を交換してもよい。



(2) JP 2012-503261 A 2012.2.2

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　個人化音声管理の方法であって、
　クライアントシステムを通して、複数の個人化音声管理アプリケーションのうちの少な
くとも１つを選択するステップであって、ユーザは、ウェブサイトから該複数の個人化音
声管理アプリケーションのうちの少なくとも１つを選択する、ステップと、
　該個人化音声管理アプリケーションのうちの該少なくとも１つを使用するための定期利
用契約を受理するステップと、
　サーバシステムからデバイスへ、該複数のアプリケーションのうちの該選択された少な
くとも１つをロードするステップであって、該デバイスは、少なくとも１つのマイクロホ
ン、少なくとも１つのスピーカ、および音波シグニチャを識別するように構成されるプロ
セッサを有し、各音波シグニチャは、ガウス混合モデルを使用して識別される、ステップ
と
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記ロードするステップの前に、
　前記ウェブサイトを通して、前記複数のアプリケーションのうちの前記少なくとも１つ
を発注するための要求を発行するステップと、
　前記サーバシステムから前記ユーザが該複数のアプリケーションのうちの該少なくとも
１つを使用するためにサービスベースの契約についての情報を提供するステップと、
　前記クライアントシステム上に、受理または拒否する該サービスベースの契約を該ユー
ザに表示するステップと、
　該サービスベースの契約が受理された場合、該サービスベースの契約を履行するステッ
プと
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ロードするステップの前に、
　前記複数の個人化音声管理アプリケーションのうちの前記選択された少なくとも１つを
メモリに記憶するステップと、
　オペレーティングシステムおよび該複数の個人化音声管理アプリケーションのうちの該
選択された少なくとも１つの改ざん、修正、またはダウンロードを防止するステップと、
　該オペレーティングシステムおよび該複数の個人化音声管理アプリケーションのうちの
該選択された少なくとも１つの改ざん、修正、またはダウンロードが検出された場合、前
記デバイスを無効にするステップと
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記デバイスが所定の時間にわたって前記ユーザによって使用されることを可能にする
ステップと、
　前記所定の時間後に該デバイスを無効にするステップと
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　クライアントシステムを通して前記デバイスを前記サーバシステムに結合するステップ
と、
　該クライアントシステム上に、該デバイスの使用条件についての情報を表示するステッ
プと、
　該クライアントシステム上に、受理または拒否する使用契約の条件を表示するステップ
と、
　該ユーザが該使用契約の条件を受理した場合、該デバイスを有効にするステップと
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
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　前記デバイスを前記ユーザに順応させるステップと、
　前記複数のアプリケーションのうちの前記選択された少なくとも１つを使用する前記ユ
ーザに対して音声管理を個人化するために、該デバイスのインターフェースを使用するス
テップと
　をさらに含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ユーザの声を録音するステップと、
　前記デバイスのメモリに該ユーザの声を記憶するステップと、
　前記サーバシステムのメモリに該ユーザの声を記憶するステップと
　をさらに含む、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　ユーザの耳への損傷を防止するために、各デバイスにアプリケーションを組み込み、そ
れにより、聴力損失というユーザリスクを低減するステップをさらに含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項９】
　複数のアプリケーションのうちの少なくとも１つを選択する前記ステップは、
　Ｓａｆｅ　ＳｐａｃｅＴＭ、または
　Ｅａｒ　ＧｕａｒｄＴＭ、または
　ＨｅａｒａｂｌｅＴＭ、または
　ＥａｒｂｌｉｓｓＴＭ、または
　Ｈｅａｒ　＆　ＴｅｌｌＴＭ、または
　Ｅａｒ　ＭａｉｌＴＭ、または
　Ａｌｗａｙｓ　Ｏｎ－ＲｅｃｏｒｄｉｎｇＴＭ、または
　Ｉｎｖｉｓｉｂｌｅ　ＡｕｄｉｏＴＭ、または
　Ｅａｒ　ＳｔｉｃｋｙＴＭ

　と同様の機能を実行する少なくとも１つのアプリケーションを提供するステップを含む
、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　個人化音声管理デバイスを製造する方法であって、
　デバイスパッケージを提供するステップであって、該デバイスパッケージは、専用プロ
セッサと、該専用プロセッサ用の専用オペレーティングシステムと、該プロセッサにアク
セス可能なメモリに記憶された複数の個人化音声管理アプリケーションとを含み、該デバ
イスパッケージは、該デバイスが個人化音声管理を使用することを可能にするために製品
に挿入されるように構成される、ステップと、
　設計パッケージを組み込む該製品を設計するステップと、
　該製品が一式の性能基準を満たすことを検証するために、該製品を試験するステップと
、
　該一式の性能基準が試験中に該製品によって満たされた場合、該製品をマークするステ
ップと
　を含む、方法。
【請求項１１】
　認証製品に保険をかけるために、各製造業者に保険証書を通して賠償責任補償を提供す
るステップをさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記製品を試験する前記ステップは、すべての利用可能な個人化音声管理アプリケーシ
ョンについて該製品を試験するステップを含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記性能基準は、前記製品が既知の音声を受けるときに、該製品が試験中の時間の５０
％を上回って該音声を識別するならば、該製品が音波シグニチャ性能基準に合格すること
である、請求項１０に記載の方法。
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【請求項１４】
　デバイスパッケージを提供するステップであって、該デバイスパッケージは、専用プロ
セッサと、該専用プロセッサ用の専用オペレーティングシステムと、該プロセッサにアク
セス可能なメモリに記憶された複数の個人化音声管理アプリケーションとを含み、該デバ
イスパッケージは、該デバイスが個人化音声管理を使用することを可能にするために製品
に挿入されるように構成される、ステップと、
　設計パッケージを組み込む前記製品を設計するステップと、
　該製品が、
　Ｓａｆｅ　ＳｐａｃｅＴＭと、
　Ｅａｒ　ＧｕａｒｄＴＭと、
　ＨｅａｒａｂｌｅＴＭと、
　ＥａｒｂｌｉｓｓＴＭと、
　Ｈｅａｒ　＆　ＴｅｌｌＴＭと、
　Ｅａｒ　ＭａｉｌＴＭと、
　Ａｌｗａｙｓ　Ｏｎ－ＲｅｃｏｒｄｉｎｇＴＭと、
　Ｉｎｖｉｓｉｂｌｅ　ＡｕｄｉｏＴＭと、
　Ｅａｒ　ＳｔｉｃｋｙＴＭと
　のうちの少なくとも１つと同様の機能を有する、個人化音声管理アプリケーションのう
ちの少なくとも１つを実行することが可能であることを検証するために各製品を試験する
ステップと、
　該製品が試験に合格した場合、消費者に発売する前に各製品を認証するステップと
　を含む、ビジネス方法。
【請求項１５】
　個人化音声管理に関係する製造業者に賠償責任補償を提供するステップをさらに含み、
それにより、試験および認証が、リスクを最小化し、各デバイスに共通成分を有すること
は、異なる製造業者の製品の間の設計変動を最小化する、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　消費者がデバイス用のハードウェアおよび個人化音声管理アプリケーションを購入する
ためのウェブ環境を提供するステップと、
　クライアントシステムを通して、該デバイス用の少なくとも１つの個人化音声管理アプ
リケーションを選択するステップと、
　定期的料金で該選択された少なくとも１つの個人化音声管理アプリケーションを使用す
るように申し込むステップと、
　該クライアントシステムを通して定期利用の契約を受理するステップと
　をさらに含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　サーバシステムから前記クライアントシステムを通して結合された前記デバイスに、前
記選択された少なくとも１つの個人化音声管理アプリケーションをダウンロードするステ
ップと、
　前記ユーザが所定の時間にわたって該デバイスを試験することを可能にするステップと
、
　所定の時間後に該デバイスを無効にするステップと
　をさらに含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記クライアントシステムを通して顧客情報を提供するステップと、
　前記デバイスをサーバシステムに結合するステップと、
　該デバイスおよびユーザを検証するステップと、
　該デバイスを使用するための使用条件を提供するステップと、
　該クライアントシステムを通して該デバイスの該使用条件を受理するステップと、
　該サーバシステムから該デバイスを有効にするステップと
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　をさらに含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記デバイスの前記ユーザに対する賠償責任補償を提供するステップをさらに含み、前
記製造業者および消費者の両方は、個人化音声管理に関係する責任問題について保険をか
けられ、消費者の健康および安全性の採用および保護の加速をもたらす、請求項１８に記
載の方法。
【請求項２０】
　前記ユーザを前記デバイスに順応させるステップをさらに含む、請求項１９に記載の方
法。
【請求項２１】
　前記ウェブ環境を通して、前記クライアントシステムからオペレーティングシステムま
たは前記選択された少なくとも１つの個人化音声管理アプリケーションを更新するステッ
プと、
　前記デバイスをアップグレードするために、該クライアントシステムおよびウェブ環境
を通して、定期的に交換可能な構成要素を含むハードウェアおよび個人化音声管理アプリ
ケーションを購入するステップと
　をさらに含む、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　個人化音声管理を実装する方法であって、
　通信デバイスのマイクロホンによって音声を録音するステップと、
　個人化音声管理アプリケーションに関連する音響情報について該音声を分析するステッ
プと、
　該通信デバイスのメモリに音波シグニチャを記憶するステップと、
　該音波シグニチャの音圧レベルを計算するステップと、
　タイムスタンプおよびジオコードを含む該音波シグニチャおよび音圧レベルに関係する
メタデータを添付し、記憶するステップと
　を含む、方法。
【請求項２３】
　通信経路が前記通信デバイスによって有効化されると、音波シグニチャを収集するサー
バシステムに結合するステップと、
　個人化音声管理アプリケーションにおいて使用するためのデータベースを有するサーバ
システムに、記憶された音波シグニチャをアップロードするステップと
　をさらに含む、請求項２１に記載の方法。
【請求項２４】
　個人化音声管理アプリケーションを実行するデバイスをシステムサーバに結合するステ
ップと、
　該デバイスの状態をチェックするステップと、
　前記ユーザが該デバイスの所有権を検証できない場合、該デバイスを無効にするステッ
プと、
　該ユーザが支払いを滞納しているか、またはユーザ受理契約の条件を満たしていない場
合、該デバイスを無効にするステップと、
　前記システムが無効化されていない場合、該デバイスに更新を提供するステップと
　をさらに含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　前記デバイス上で個人化音声管理アプリケーションとともに使用するために、前記サー
バシステムを通して音波シグニチャを発注するステップと、
　該サーバシステムに結合されたデータベースから該選択された音波シグニチャを取り出
すステップであって、該データベースの中のいくつかの音波シグニチャは、通信デバイス
から収集されたものである、ステップと、
　前記ユーザの該デバイスに該選択された音波シグニチャをダウンロードするステップと
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　をさらに含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項２６】
　購入されたオーディオデバイスをカスタマイズする方法であって、
　該デバイスをインターネットアクセスデバイスに結合するステップと、
　該インターネットアクセスデバイスを使用して、インターネットベースのＧＵＩシステ
ムにアクセスするステップと、
　該ＧＵＩシステムを使用して、該デバイスを登録するステップと、
　起動するシステムを選択するステップであって、該システムは、ソフトウェア特徴およ
び音波シグニチャのうちの少なくとも１つである、ステップと、
　該ＧＵＩシステムによって表示される契約を受理するステップと
　を含む、方法。
【請求項２７】
　前記デバイスをユーザ情報およびソフトウェアにアクセスするインターネットアクセス
デバイスに結合するステップと、
　該デバイスおよびユーザを検証するステップと、
　該インターネットアクセスデバイスから該デバイスに選択されたソフトウェア特徴およ
び音波シグニチャをダウンロードするステップと、
　該システムを起動するステップと、
　閾値性能について該デバイスを遠隔で試験するステップと
　をさらに含む、請求項２６に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、米国特許出願第６１／０９８，９１４号（２００８年９月２２日出願）の利益
を主張する。この出願の開示は、その全体が本明細書に参考として援用される。
【０００２】
　本発明は、一般に、音声を管理する方法に関し、排他的ではないが具体的には、個人化
された音声管理に関係している。
【背景技術】
【０００３】
　２００年前の世界は、現在の地球とは大幅に異なる。同様に、我々を取り囲む音響環境
も変化している。例えば、大都市の音声は、歩行、馬、および馬車から、自動車、地下鉄
、および飛行機へと輸送手段が遷移するにつれて変化してきた。
【０００４】
　一般に、人間には、多様な音声が継続的に殺到している。音声の多くは、我々の生活に
重要ではないが、脳がこれらの音声を処理し、それらを区別しようとする。背景音声レベ
ルもまた、重要である音声を聞くことを困難に得る。過剰に多くの音響情報は、個人の健
康および安全性の両方に影響を及ぼし得る、聴覚過負荷を引き起こし得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、ユーザの音響環境を修正するための一組の個人化された音声アプリケーショ
ンを実装するための方法およびシステムに関し、排他的ではないが、より具体的には、技
術の採用を促進すること、技術機能を適正に確保すること、製造業者および消費者の両方
を保護すること、および音声の管理へのユーザ選択および制御を提供することに関する。
【０００６】
　少なくとも１つの例示的実施形態は、個人化音声管理の方法であって、クライアントシ
ステムを通して、複数の個人化音声管理アプリケーションのうちの少なくとも１つを選択
するステップであって、ユーザは、ウェブサイトから複数の個人化音声管理アプリケーシ
ョンのうちの少なくとも１つを選択する、ステップと、個人化音声管理アプリケーション
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のうちの少なくとも１つを使用するための定期利用契約を受理するステップと、サーバシ
ステムからデバイスへ、複数のアプリケーションのうちの選択された少なくとも１つをロ
ードするステップであって、デバイスは、少なくとも１つのマイクロホン、少なくとも１
つのスピーカ、および音波シグニチャを識別するように構成されるプロセッサを有し、各
音波シグニチャは、ガウス混合モデルを使用して識別されるステップを含む、方法を対象
とする。
【０００７】
　少なくとも１つの例示的実施形態は、個人化音声管理デバイスを実装する方法であって
、通信デバイスのマイクロホンで音声を録音するステップと、個人化音声管理アプリケー
ションに関連する音響情報について、音声を分析するステップと、通信デバイスのメモリ
に音波シグニチャを記憶するステップと、音波シグニチャの音圧レベルを計算するステッ
プと、タイムスタンプおよびジオコードを含む、音波シグニチャおよび音圧レベルに関係
するメタデータを添付し、記憶するステップとを含む、方法を対象とする。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
　本発明の例示的実施形態は、発明を実施するための形態および添付図面から、より完全
に理解されるであろう。
【図１】図１は、少なくとも１つの例示的実施形態による、個人化音声管理の相互作用の
ブロック図を図示する。
【図２】図２は、少なくとも１つの例示的実施形態による、個人化音声管理用のアプリケ
ーションの部分リストのブロック図を図示する。
【図３】図３は、少なくとも１つの例示的実施形態による、個人化管理が有効なデバイス
の他のデバイスとの相互作用のブロック図を図示する。
【図４】図４は、少なくとも１つの例示的実施形態による、個人化音声管理を提供するた
めのプロセスのフローチャートを図示する。
【図５】図５は、少なくとも１つの例示的実施形態による、アプリケーション試験のフロ
ーチャートを図示する。
【図６】図６は、少なくとも１つの例示的実施形態による、個人化音声管理デバイスの試
験のフローチャートを図示する。
【図７ａ】図７ａおよび７ｂは、少なくとも１つの例示的実施形態による、消費者購入プ
ロセスを図示する略図である。
【図７ｂ】図７ａおよび７ｂは、少なくとも１つの例示的実施形態による、消費者購入プ
ロセスを図示する略図である。
【図８】図８は、少なくとも１つの例示的実施形態による、個人化音声管理アプリケーシ
ョンを含む新規デバイスを登録するフローチャートを図示する。
【図９】図９は、少なくとも１つの例示的実施形態による、新規デバイスを有効にするフ
ローチャートを図示する。
【図１０】図１０は、少なくとも１つの例示的実施形態による、ユニットまたはデバイス
を更新するフローチャートを図示する。
【図１１】図１１は、少なくとも１つの例示的実施形態による、個人化音声管理を実装す
るためのデバイスの略図を図示する。
【図１２】図１２は、少なくとも１つの例示的実施形態による、個人化音声管理を実装す
るためのデバイスのブロック図を図示する。
【図１３】図１３は、少なくとも１つの例示的実施形態による、音波シグニチャを音波シ
グニチャデータベースに提供するように構成される、通信デバイスまたはイヤホンの略図
を図示する。
【図１４】図１４は、少なくとも１つの例示的実施形態による、音波シグニチャを捕捉し
、音波シグニチャを音声のデータベースに提供する携帯電話のブロック図を図示する。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
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　例示的実施形態の以下の説明は、本質的に例示的であるにすぎず、決して本発明、その
適用、または使用を限定することを目的としない。
【００１０】
　当業者に公知であるようなプロセス、技法、装置、および材料は、詳細に論議されない
場合があるが、適切な場合に授権説明の一部となることを目的とする。例えば、論議され
るステップのそれぞれを達成するための具体的なコンピュータコードが記載されない場合
があるが、当業者であれば、必要以上の実験がなくても、本明細書の授権開示を考慮する
と、そのようなコードを書くことができるであろう。そのようなコードは、少なくとも１
つの例示的実施形態の範囲に入ることを目的とする。
【００１１】
　加えて、例示的実施形態で使用される構造のサイズは、本明細書のいずれの論議によっ
ても限定されない（例えば、構造のサイズは、マクロ（センチメートル、メートル、ミリ
メートル）、マイクロ（マイクロメートル）、ナノメートルサイズ、およびそれより小さ
くなり得る）。
【００１２】
　同様の参照数字および文字は、以下の図中の同様項目を指し、したがって、いったん項
目が１つの図で定義されると、次の図で論議またはさらに定義されない場合があることに
留意されたい。
【００１３】
　本明細書で図示および論議される実施例の全てでは、すべての具体的な値は、例示的に
すぎず、非限定的と解釈されるべきである。したがって、例示的実施形態の他の実施例に
は、異なる値があり得る。
【００１４】
　図1は、少なくとも１つの例示的実施形態による、個人音声管理の略図である。我々の
グローバルコミュニティ１００では、各個人が独特である。個人間の違いは、いくつか例
を挙げると、遺伝的、文化的、環境的、個人的、または身体的となり得る。これらの形質
の組み合わせが、我々を独特にするものである。人間が頼っている主要な感覚のうちの１
つは、聴覚である。聴力は、通信から安全性まで、我々の生活のすべての側面に影響を与
える。各個人が音声を知覚し、使用する方法も独特である。
【００１５】
　音響の観点から、音圧レベルが着実に上昇している。音声の多様性も増加している。人
間の脳は、耳によって提供される音響情報を継続的に処理する。音圧レベルおよび音声の
多様性の両方が、聞こえるものと対比して聞く必要があるものを判定するのに個人に増加
する負担をかける。最終的に、この「音響過負荷」は、ストレス、不眠、およびうつ病等
の身体的な病気および健康危機として発現し得る。
【００１６】
　個人１０２は、受信する音声の大部分がそこから発散する、音響空間１０４を有する。
音声のうちのいくつかは、個人１０２にとって有用であり、いくつかの音声は、役に立た
ない場合がある。音響空間１０４は、大きく、または小さくなり得る。音響空間１０４は
、時間および場所とともに変化する。例えば、音響空間１０４は、部屋、スタジアム、森
、自動車、飛行機、または個人１０２の耳道となり得る。個人化音声管理１０６（ＰＳＭ
ＴＭ）は、音響空間１０４から受信されるものを修正し、それにより、個人１０２の必要
性を満たすように、受信された音響情報を調整または個人化する能力である。
【００１７】
　デバイス１０８は、音響空間１０４内の音響情報源である。一般に、デバイス１０８は
、スピーカ、マイクロホン、または両方のうちの１つ以上を有する。一般に、アプリケー
ションハードウェアおよびソフトウェア１１０は、音響空間１０４の個人化を可能にする
ように、デバイス１０８に組み込まれるが、デバイス１０８の外部にもあり得る。個人１
０２は、アプリケーションを選択し、デバイス１０８を制御して、個人的な必要性および
要求を満たすように音響空間１０４を修正する。個人１０２によって受信された音声を個



(9) JP 2012-503261 A 2012.2.2

10

20

30

40

50

人化および管理する有益性および有用性を、より詳細に開示する。
【００１８】
　図２は、少なくとも１つの例示的実施形態による、個人化音声管理用のアプリケーショ
ンの部分リストを図示する、略図である。ユーザ２０２は、実音声および潜在的音声の両
方を含む、音響空間２０４を有する。多くの場合において、音響空間２０４には、ユーザ
２０２制御を受けていない種々の音声が殺到し得る。音響空間２０４内の音響情報および
音声へのこの制御の不足は、生活の質の低減、効率性の損失、またはユーザ２０２の健康
および安全性へのより深刻な影響を生み出し得る。
【００１９】
　少なくとも１つの例示的実施形態では、ユーザ２０２は、個人化音声管理アプリケーシ
ョンリスト２０６から少なくとも１つの個人化音声管理アプリケーションを選択する。部
分リストにすぎないが、どのように音響空間２０４がユーザ２０２の有益性のために個人
化され、管理されるかを例示するために、Ｓａｆｅ　ＳｐａｃｅＴＭ２１６、ＥａｒＧｕ
ａｒｄＴＭ２１８、Ｑｕｉｅｔ　ＣａｌｌＴＭ２２０、Ｅａｒ　ＳｔｉｃｋｙＴＭ、Ｉｎ
ｖｉｓｉｂｌｅ　ＡｕｄｉｏＴＭ、ＨｅａｒａｂｌｅＴＭ、Ａｌｗａｙｓ　Ｏｎ－Ｒｅｃ
ｏｒｄｉｎｇＴＭ、ＥａｒｂｌｉｓｓＴＭ、Ｈｅａｒ　＆　ＴｅｌｌＴＭ、およびＥａｒ
　ＭａｉｌＴＭ等のアプリケーションが使用される。個人化音声管理アプリケーション２
０６のさらに詳細な説明を説明する。
【００２０】
　ユーザ２０２の選択されたアプリケーションは、ＲＯＭ２１２にロードされる。オペレ
ーティングシステム２０８は、デバイス２１０およびＲＯＭ２１２とともに動作可能に構
成される。オペレーティングシステム２０８は、個人化音声管理アプリケーション２０６
と併せて、ユーザの必要性を満たしてユーザ音響空間２０２を管理するように、アプリケ
ーション２０６を個人化し、デバイス２１０を制御するために、インターフェースをユー
ザに提供する。
【００２１】
　ＲＯＭ２１２は、個人化音声管理リスト２０６からの選択されたアプリケーションを改
ざんまたは上書きすることができないように、読み出し専用メモリとなり得る。しかしな
がら、少なくとも１つの例示的実施形態では、２１２はまた、ユーザが設定を変更するこ
とができるように、読み出して上書きすることができるメモリにもなり得る。代替として
、ＲＯＭ２１２は、選択されたアプリケーションが、物理的またはソフトウェア保護を通
して、任意の種類のダウンロード、改ざん、または修正から安全に保管されている、ｆｅ
－ｒａｍ、相変化メモリ、磁気抵抗メモリ、ハードドライブ、ｓｒａｍ、ｄｒａｍ、ｅｐ
ｒｏｍ、ｅｅｐｒｏｍ、および他の不揮発性または読み出し専用メモリ等の、他の種類の
メモリとなり得る。ＲＯＭ２１２および選択されたアプリケーションの監視も追加するこ
とができ、その場合、通知が送信され、または不適切な動作が検出されるとデバイス２１
０が無効化される。ＲＯＭ２１２は、アプリケーションがユーザ２０２について開示され
るように動作することを確実にする。
【００２２】
　デバイス２１０の構成要素は、単一ユニットまたは動作可能に結合されたユニットに構
築することができる。例えば、２１０の複数のデバイスをワイヤ接続し、光学的に接続し
、無線で接続し、またはそれらの組み合わせを行うことができる。オペレーティングシス
テム２０８は、デバイス２１０を操作するか、またはデバイス２１０内に存在するように
、遠隔で実行することができる。同様に、ＲＯＭ２１２は、デバイス２１０の中、または
デバイス２１０の遠隔に位置することができる。少なくとも１つの例示的実施形態では、
オペレーティングシステム２０８は、ＲＯＭ２１２の中に存在する。デバイス２１０は、
典型的には、少なくとも１つのマイクロホンまたは少なくとも１つのスピーカ、あるいは
両方を有する。少なくとも１つのマイクロホンは、個人化音声管理アプリケーションと併
せて使用するための音響情報を提供する。少なくとも１つのスピーカは、音響情報をユー
ザ２０２および音響空間２０４に提供する。デバイス２１０は、アプリケーション２０６
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を実行するためのマイクロプロセッサ（図示せず）を有する。少なくとも１つの例示的実
施形態では、マイクロプロセッサは、個人化音声管理アプリケーション２０６を実行する
専用である。
【００２３】
　一般に、個人化音声管理アプリケーションは、ユーザ２０２が音響空間２０２の管理と
関係する種々のタスクに対処することを可能にする、カスタマイズ可能な点の解決策であ
る。個人化音声管理アプリケーションの選択は、個人、デバイス、および管理されている
音響空間に依存する。適切なハードウェアおよびオペレーティングシステムとともに個人
化音声管理アプリケーションを使用することができる、デバイスの非限定的実施例は、イ
ヤホン、メディアデバイス、および車両である。
【００２４】
　以下では、ユーザ選択された個人化音声管理アプリケーションの概要を説明する。
【００２５】
　Ｓａｆｅ　ＳｐａｃｅＴＭ２１６は、認識された音声の識別に基づいて検出し、応答を
出力する、「知的聴取」アプリケーションである。音声を認識する概念は、音波シグニチ
ャ検出といわれている。Ｓａｆｅ　ＳｐａｃｅＴＭ２１６はまた、ユーザ定義された階級
も含み、階級に基づいて応答を提供することができる。
【００２６】
　Ｓａｆｅ　ＳｐａｃｅＴＭ２１６が音響空間を管理する方法の簡潔な実施例は、自動車
の内部に対応する。周知であるように、自動車は、静かな内部空間を有するように設計さ
れている。遮音は、自動車の外部から来る音声を減衰させるように、自動車の内部の周囲
に意図的に配置される。さらに、自動車の運転手はしばしば、運転しながら大音量の音楽
を聴く。この組み合わせは、緊急車両等の音声を聞くことを困難にする。人々はしばしば
、緊急車両が車両にごく接近したときにその音を聞き、慌てて事故を起こすため、重症を
負う。個人化音声管理アプリケーションを説明する、以下の全ての説明は、アプリケーシ
ョンを使用するデバイスが、その中に、アプリケーションを実行し、アプリケーション機
能を果たすために必要とされるハードウェアおよびソフトウェアを組み込んでいることを
仮定する。
【００２７】
　この実施例では、Ｓａｆｅ　ＳｐａｃｅＴＭ２１６は、大きく離れているときに緊急車
両の警笛を検出する。少なくとも１つの例示的実施形態では、マイクロホンは、自動車の
外部にあり、周囲または自動車外部の音声を拾うことができる。消防車、救急車、パトカ
ー等の緊急車両に関係する音波シグニチャは、システムに記憶される。Ｓａｆｅ　Ｓｐａ
ｃｅＴＭ２１６は、マイクロホンからの音声を分析する。記憶された音波シグニチャのう
ちの１つが検出された場合に、応答が提供される。少なくとも１つの例示的実施形態では
、消防車のサイレンを検出すると、Ｓａｆｅ　ＳｐａｃｅＴＭ２１６は、自動車の運転手
が聞いて応答するために、カーステレオシステムを通して、識別された信号の再生を開始
することができる。少なくとも１つの例示的実施形態では、Ｓａｆｅ　ＳｐａｃｅＴＭ２
１６は、接近する緊急車両の方向、距離、および街路（ＧＰＳを通して）を計算すること
ができる。次いで、情報が、視覚的に、または音声で運転手に提供される。例えば、カー
ステレオが自動的に音量を下げ、救急車が３ｒｄ　Ｓｔｒｅｅｔを東に向かって来ている
、または救急車が右から接近していることを、スピーカを通して述べることができる。
【００２８】
　ＥａｒＧｕａｒｄＴＭ２１８は、聴取の質および安全性を改善する、個人化音声管理ア
プリケーションである。聴覚障害が非常に高い割合で増加している。多くの日飛び地が、
音圧レベルが常に高い、騒々しい都市環境または工業製造地域に住んでいる。また、人々
自身が、大きく持続的な音声を受けている。極度または持続的な音声曝露の実施例は、イ
ヤホンを使用する携帯型メディアプレーヤ、競技射撃、およびロックコンサートである。
動向として、ますます多くの人々が聴覚問題を有する、または有するであろう。
【００２９】
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　耳は、我々がささやき声から叫び声に及ぶ音声を聞くことを可能にする、広いダイナミ
ックレンジを有する非常に敏感な器官である。人工の不協和音を耳に受けさせることは、
内耳の中の極めて特殊な感覚細胞を代謝的に使い果たし、それらを死滅させ、聴覚器官の
中の瘢痕組織に置換させることが、今では知られている。Ｅａｒ　ＧｕａｒｄＴＭ２１８
は、ユーザの音声曝露を監視し、損傷から耳を保護するアプリケーションである。
【００３０】
　簡潔に言えば、ＥａｒｇｕａｒｄＴＭ２１８は、耳の中の音声レベルを測定する個人聴
覚帯域と、１つの例示的実施形態では、過剰増幅に対して保護するための知的レベル制御
とを採用することによって、聴取の質および安全性を改善する。ＥａｒｇｕａｒｄＴＭ２
１８は、ＳＰＬ用量管理システムを含む。ＳＰＬ用量管理システムは、一過性および長期
的音声の両方を考慮する。少なくとも１つの例示的実施形態では、ユーザの鼓膜における
音声が、耳を代謝的に使い果たすプロセスを開始することが知られている、ある閾値を上
回ると、ＳＰＬ用量として知られている測定基準が増加する。ＳＰＬ用量は、過剰な音声
曝露からの鼓膜の回復を反映する回復機能に従って、音声がその閾値を下回ると減少する
。少なくとも１つの例示的実施形態では、ＥａｒｇｕａｒｄＴＭ２１８は、音声曝露が継
続した場合に、耳への損傷が起こり得ることをユーザに示す。このシナリオでは、ユーザ
は、耳を保護するように適切な措置を講じる制御を有する。
【００３１】
　少なくとも１つの例示的実施形態では、知的レベル調整システムは、レベルの分析、周
囲環境の他の音響特徴、およびオーディオコンテンツ信号の分析に応じて、オーディオコ
ンテンツ信号（例えば、発話またはデバイスからの音楽オーディオ）の好ましい聴取レベ
ルを自動的に推定する、個人化音声管理アプリケーションである。したがって、人間と機
械の関係は、人間から知的レベル調整システムへ、および知的レベル調整システムから人
間のユーザへの、この双方向制御フローで育成される。
【００３２】
　ＥａｒｇｕａｒｄＴＭ２１８等のアプリケーションの多大な有益性は、損傷からの耳の
保護である。さらに、この保護措置は、広められた場合、聴力損失を予防し、それにより
、聴力損失の改善措置のための、個人、企業、および政府にとっての将来の経済への財政
負担を削減する。したがって、ＥａｒｇｕａｒｄＴＭ２１８を使用することにより、聴力
関連問題の増大を阻止するだけでなく、将来の年月にわたってそれを低減する。
【００３３】
　Ｑｕｉｅｔ　ＣａｌｌＴＭ２２０は、音声メッセージを聞いたユーザ２０２が非言語的
手段を通して遠隔架電者に応答することを可能にする、アプリケーションである。非言語
的応答の実施例は、キーパッドで入力されたテキストメッセージである。入力されたテキ
ストメッセージは、発話オーディオメッセージに変換され、遠隔架電者に送信される。次
いで、架電者は、発話オーディオメッセージを受信する。
【００３４】
　Ｑｕｉｅｔ　ＣａｌｌＴＭの有用性の実施例は、ユーザ２０２が重要なビジネス会議中
であるが、別の遠隔会議に入力を提供することを要求されるときに例示される。ユーザ２
０２は、遠隔会議中の誰かから送信された音声メッセージを受信する。ユーザ２０２は、
電話のキーパッドを通して応答を入力することによって応答し、テキストは、声に変換さ
れ、元のメッセージを送信した遠隔会議中の個人に送信される。ユーザ２０２は、音声メ
ッセージを聞くためにも返答するためにも、会議を中断する必要がない。したがって、ユ
ーザ２０２が出席した会議は、会議が電話によって途絶された場合に発生する、勢いの損
失をほとんど伴わず、または全く伴わずに、前に進むことができる。
【００３５】
　ＨｅａｒａｂｌｅＴＭ２２２は、音声通信を改善する発話向上アプリケーションである
。例えば、ＨｅａｒａｂｌｅＴＭ２２２は、周囲環境中の音声を受信するための周囲音マ
イクロホン、および耳道の中の音声を受信するための耳道マイクロホンといった、少なく
とも２つのマイクロホンを有するイヤホンデバイスとともに使用することができる。イヤ
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ホンの一般的な使用は、携帯電話または他の電話システム等の通信デバイスを伴う。Ｈｅ
ａｒａｂｌｅＴＭ２２２アプリケーションを使用するイヤホンは、通常、ユーザの話し声
を受信し、伝送するための周囲音マイクロホンを使用する。この様態では、ユーザの声が
自然音声となり、受信側で容易に認識可能となる。
【００３６】
　騒々しい環境では、電話の会話を実行することが困難となり得る。周囲音マイクロホン
は、声および周囲環境中の雑音を拾う。イヤホンは、周囲音マイクロホンが高い背景雑音
レベルを検出すると、耳道マイクロホンに切り替える。ユーザの声は耳道マイクロホンに
よって容易に拾われるが、周囲環境中の雑音は大幅に低減される。耳道マイクロホンに切
り替えることにより、受信側がユーザの声を明確に聞くことを可能にする。耳道マイクロ
ホンの使用に関わる問題は、声域の上方スペクトルの周波数ロールオフにより、耳道で受
信されたユーザの声が異なって聞こえることである。ユーザの声を明確に聞くことができ
るものの、ユーザの声が受信側で正しく聞こえない場合がある。
【００３７】
　ＨｅａｒａｂｌｅＴＭ２２２は、ユーザの声の音質を改善する個人化音声管理アプリケ
ーションである。ＨｅａｒａｂｌｅＴＭ２２２は、より自然に聞こえる声を作成するため
に、周囲音マイクロホンおよび耳道マイクロホンによって受信された音声の組み合わせを
使用する。２つの信号の組み合わせは、背景雑音レベルの関数である。さらに説明すると
、周囲音マイクロホンからの信号は、雑音レベルが増加するにつれて、あまり使用されな
い。ＨｅａｒａｂｌｅＴＭ２２２は、受信側で理解しやすく、かつ認識可能である高品質
の音声信号を提供しながら、ユーザが騒々しい環境で会話をすることを可能にする。
【００３８】
　Ａｌｗａｙｓ　Ｏｎ－ＲｅｃｏｒｄｉｎｇＴＭ２２４は、その名前が示唆する通りに作
用する、個人化音声アプリケーションである。Ａｌｗａｙｓ　Ｏｎ－Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ
ＴＭ２２４アプリケーションを使用するデバイスは、ユーザが呼び戻すために最新のオー
ディオ情報を録音している。録音は、ユーザが即座にオーディオ情報にアクセスすること
を可能にするバッファに記憶される。バッファは、有限量の記憶を有する。録音時間は、
Ａｌｗａｙｓ　Ｏｎ－ＲｅｃｏｒｄｉｎｇＴＭ２２４アプリケーションに利用可能なバッ
ファまたはメモリの関数である。
【００３９】
　Ａｌｗａｙｓ　Ｏｎ－ＲｅｃｏｒｄｉｎｇＴＭ２２４は、短期間の録音のための有用性
を提供する。例えば、ユーザが電話番号または運転方向等の情報を受信している用途であ
る。ユーザは、Ａｌｗａｙｓ　Ｏｎ－ＲｅｃｏｒｄｉｎｇＴＭ２２４を採用しているデバ
イスが、音響情報を記憶していることを知っており、即座にバッファコンテンツを再び聴
き、それにより、電話番号または運転方向を繰り返すことができる。同様に、ユーザが契
約条件について議論しており、個人が言ったことを正確に知りたい場合、ユーザは、即座
に再び聴いて、聞いたと思ったことが正確に聞いたことであることを確認することができ
る。
【００４０】
　ＥａｒｂｌｉｓｓＴＭ２２６は、他の音声が聞こえることを可能にしながら、いびきを
かく人からの遮音を提供する個人化音声管理アプリケーションである。大部分の人々が、
睡眠時無呼吸がある人々によって生成される音声により、およびより一般的には、うるさ
いいびきにより、眠れない夜に苦しんでいる。また、睡眠不足には、健康および気質に関
係する深刻な結果があり得る。
【００４１】
　ＥａｒｂｌｉｓｓＴＭは、依然として優先音声の認識を提供しながら、いびきによる侵
害に対して側で寝ている人を遮断するために、音波シグニチャ検出を利用する、睡眠帯域
技術である。この実施例では、音波シグニチャは、いびきをかく個人の音声に関係する音
響情報である。少なくとも１つの例示的実施形態では、ＥａｒｂｌｉｓｓＴＭは、イヤホ
ンと併せて使用されるアプリケーションである。
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【００４２】
　耳栓で耳道を密閉することは、いびきを減衰させるが、全ての音声も遮断する。聴覚は
、我々が持つ最も重要な感覚のうちの１つである。正常な条件下では、我々は聴覚をオフ
にすることができず、それは危機的状況で目覚めることを可能にする。耳栓は、重要な音
声を遮断する。例えば、ユーザは、乳児が泣いている、または子供が部屋を出て行くのが
聞こえない場合がある。
【００４３】
　ＥａｒｂｌｉｓｓＴＭは、ユーザが周囲の他の音を聞きながら、いびきを減衰させるこ
とを可能にする。イヤホンは、耳道を密閉または部分的に密閉するように、ユーザの耳道
に嵌入する。イヤホンは、周囲環境からの音響情報を受信するための周囲音マイクロホン
と、ユーザの耳道に音声を提供するための耳道受信機とを有する。前述のように、イヤホ
ンは、デバイスの中のメモリに記憶された、いびきをかく人のいびきに関係する音波シグ
ニチャを有する。
【００４４】
　周囲音マイクロホンは、いびきをかく人のいびきを含む、周囲環境中の全ての音声を拾
う。イヤホンは、周囲音マイクロホンから来る全ての音響情報を処理し、記憶された音波
シグニチャと同様の信号を探す。対応する音波シグニチャからいびきの音を検出するよう
に、既知の音波シグニチャに基づいて、パターン認識アプローチが適用される。より具体
的には、対応するいびきの音を識別するように、音波シグニチャを学習モデルと比較する
ことができる。いったん識別されると、いびきの音が抑制され、耳道受信機によって耳道
に出力されない。したがって、イヤホンの装着者には、いびきが聞こえない。
【００４５】
　逆に、イヤホンによる音響情報の処理を通して認識されない、周囲環境中の音声は、耳
道内での再生のために、透過的に耳道受信機に渡すことができる。この様態では、耳道の
中で再生される音声は、耳道の外側の周囲音に十分合致し、それにより、抑制された音波
シグニチャ（いびき）以外の「透過性」効果を提供する。イヤホンはまた、音声を向上す
ることもできる。例えば、消防車のサイレンまたは乳児の泣き声に関係する音波シグニチ
ャを有するイヤホンは、信号を検出し、次いで、イヤホンの装着者に信号検出を認識させ
るよう、信号（消防車のサイレン、乳児の泣き声）を増幅することができる。したがって
、ＥａｒｂｌｉｓｓＴＭは、正常な状況でユーザが他の音声を認識することを可能にしな
がら、聞く必要がないものを排除するように、ユーザの音響環境を修正する。
【００４６】
　Ｅａｒ　ＭａｉｌＴＭ２２８は、テキストを声に変換するための個人化音声管理アプリ
ケーションである。具体的には、Ｅａｒ　ＭａｉｌＴＭ２２８は、Ｅメールおよびテキス
トメッセージングのユーザに優れた有用性を提供するが、これらの実施例に限定されない
。Ｅメールおよびテキストメッセージングは、大部分の人々の間で、非常に人気の通信形
態になりつつある。状況に応じて文章を検討することは、必ずしも便利ではなく、または
場合によっては賢明ではない。
【００４７】
　Ｅａｒ　ＭａｉｌＴＭ２２８は、テキスト発話変換アルゴリズムを使用して、メッセー
ジまたはＥメールのテキストを発話オーディオメッセージに変換する。変換された発話オ
ーディオメッセージは、Ｅａｒ　ＭａｉｌＴＭ２２８アプリケーションを使用して、デバ
イスに結合されたラウドスピーカを通して再生される。例えば、ブルートゥース接続を通
して自動車のステレオシステムに結合されるスマートフォンで使用される、Ｅａｒ　Ｍａ
ｉｌＴＭ２２８は、自動車のスピーカを通してテキストまたはＥメールを再生することが
できる。ユーザは、安全に道路を運転しながらメッセージを聞くことができる。
【００４８】
　Ｅａｒ　ＳｔｉｃｋｙＴＭ２３０は、将来の使用のために保存し、使用することができ
る情報を録音するための個人化音声管理アプリケーションである。少なくとも１つの例示
的実施形態では、Ｅａｒ　ＳｔｉｃｋｙＴＭ２３０は、携帯電話または他のデバイスに動
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作可能に結合されるイヤホン等のデバイスで使用することができる、移動通信アプリケー
ションである。Ｅａｒ　ＳｔｉｃｋｙＴＭ２３０は、デバイスを通した通信または周囲環
境中の音声を録音することができる。周囲環境中の音声は、周囲音マイクロホンによって
録音される。
【００４９】
　Ｅａｒ　ＳｔｉｃｋｙＴＭ２３０アプリケーションの第１の実施例では、夫と妻との間
の会話が発生し、いくつかの店で買う品目のリストが明らかになる。Ｅａｒ　Ｓｔｉｃｋ
ｙＴＭ２３０のユーザは、このリストを書き留める、または覚えておく必要がない。会話
は録音され、バッファに記憶されている。ユーザは、Ｅａｒ　ＳｔｉｃｋｙＴＭ２３０を
起動して、後で再検討されるように、録音された会話を記憶する。したがって、Ｅａｒ　
ＳｔｉｃｋｙＴＭ２３０のユーザは、帰宅途中にリストを呼び戻して聞き、適切な店で正
しい品目を買うことを確実にできる。
【００５０】
　Ｅａｒ　ＳｔｉｃｋｙＴＭ２３０アプリケーションの第２の実施例では、周囲音マイク
ロホンで録音する。例えば、Ｅａｒ　ＳｔｉｃｋｙＴＭ２３０のユーザが、しばらくの間
取り組んできた問題を解決するための優れた概念を思い付く。ユーザは、Ｅａｒ　Ｓｔｉ
ｃｋｙＴＭ２３０を有効にすることができる、自分の声を録音して、発想、概念、または
考えを伝え、後で再検討するためにそれを記憶するために、周囲音マイクロホンを使用す
る。一般に、Ｅａｒ　ＳｔｉｃｋｙＴＭ２３０は、個人の音響空間中の音声を記憶し、呼
び戻すのに有用性および利便性を提供する。
【００５１】
　Ｈｅａｒ　＆　ＴｅｌｌＴＭ２３２は、音声を録音し、音声の特徴を学習するようにガ
ウス混合モデルを訓練し、デバイスのメモリにガウス混合モデルを記憶するための個人化
音声管理アプリケーションである。Ｈｅａｒ　＆　ＴｅｌｌＴＭ２３２のユーザは、音声
を録音するか、または本明細書では音波シグニチャと呼ばれる音声を提供することができ
る。デバイスは、記憶された音波シグニチャに対して、マイクロホンから受信された音声
を比較するように、少なくとも１つのマイクロホンに動作可能に結合される。デバイスは
、いったん音声が音波シグニチャと同様であるものとして識別されると、ユーザの音響空
間を修正する動作を実施することができる。デバイスが実施することができる、いくつか
の動作の実施例は、いくつか例を挙げると、ユーザに検出された信号を通過させること、
ユーザが検出された音声を認識させられるように音声を高めること、ユーザが検出された
音声を聞かないように音声を拒絶すること、検出された音声を減衰させること、および検
出された音声を代替音声と置換することである。
【００５２】
　Ｈｅａｒ　＆　ＴｅｌｌＴＭ２３２アプリケーションは、それが認識するように訓練さ
れている音波シグニチャのガウス混合モデル（ＧＭＭ）を記憶する。各ＧＭＭは、平均ベ
クトルの混合、共分散行列の混合、および加重の混合によって完全に特定される。
【００５３】
　警告音（例えば、緊急車両のサイレン）の実施例が、Ｈｅａｒ　＆　ＴｅｌｌＴＭ２３
２学習アプリケーションをさらに例示するために使用される。各ＧＭＭは、多次元空間で
の各警告音の特徴統計の分布のモデルを提供する。新規特徴ベクトルの提示時に、各警告
音の存在の尤度を計算することができる。少なくとも１つの例示的実施形態では、各警告
音のＧＭＭが、その反対モデルに対して評価され、音声が検出されたかどうかを判定する
ために、その警告音の尤度に関係するスコアが計算される。警告音が存在するか存在しな
いかどうかを決定するように、このスコアに閾値を直接適用することができる。同様に、
一連のスコアを中継し、音声の有無を判定するように設定された、より複雑な公式で使用
することができる。したがって、Ｈｅａｒ　＆　ＴｅｌｌＴＭ２３２は、ユーザ制御およ
び選択下で、ユーザが音波シグニチャについてデバイスを記憶し、モデル化し、訓練する
ことを可能にし、それにより、デバイスによる音声の検出および応答を通して、ユーザが
音響空間を修正することを可能にする。
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【００５４】
　一般に、個人化音声管理アプリケーションは、ユーザ２０２が音響空間２０２の管理と
関連する種々のタスクに対処することを可能にする、カスタマイズ可能な点の解決策であ
る。個人化音声管理アプリケーションの選択は、個人、デバイス、および管理されている
音響空間に依存する。適切なハードウェアおよびオペレーティングシステムとともに個人
化音声管理アプリケーションを使用することができる、デバイスの実施例は、イヤホン、
メディアデバイス、および車両であるが、これらの実施例に限定されない。
【００５５】
　上記で説明されるように、一組の個人化音声管理アプリケーション２０６が提供される
。ユーザ２０２は、所望のアプリケーションを選択し、音響空間２０４を制御することが
できる。選択されたアプリケーションは、ＲＯＭ２１２に記憶される。ユーザ制御の下で
、ユーザ２０２は、個人の必要性および要求に基づいて音響空間２０４を管理するために
、デバイス２１０にアプリケーション２０６を実装するためのオペレーティングシステム
２０８を使用して、個人化音声管理アプリケーション２０６のパラメータを選択する。
【００５６】
　図３は、少なくとも１つの例示的実施形態による、個人化音声管理を実装するためのモ
ジュール３００を図示する略図である。モジュール３００は、Ｈ－ＣｈｉｐＴＭ３０２と
、ＲＯＭ３０４と、オペレーティングシステム３０６と、ユーザ選択された個人化音声管
理アプリケーション３０８とを備える。少なくとも１つの例示的実施形態では、モジュー
ル３００は、Ｈ－ＣｈｉｐＴＭ３０２に内蔵されたＲＯＭ３０４を伴う、Ｈ－ＣｈｉｐＴ

Ｍ３０２を備える。オペレーティングシステム３０６およびユーザ選択された個人化音声
管理アプリケーション３０８の両方が、ＲＯＭ３０４上に記憶される。代替として、Ｈ－
ＣｈｉｐＴＭ３０２およびＲＯＭ３０４は、より大きいメモリブロックを可能にする、別
個のチップとなり得る。
【００５７】
　Ｈ－ＣｈｉｐＴＭ３０２は、個人化音声管理アプリケーション３０８を実装する、マイ
クロプロセッサ、ＤＳＰ、または論理回路である。Ｈ－ＣｈｉｐＴＭ３０２は、ユーザ選
択された個人化音声管理アプリケーション３０８を実行している間の低電力消費のために
最適化される。少なくとも１つの例示的実施形態では、Ｈ－ＣｈｉｐＴＭ３０２は、アプ
リケーション３０８を実行するための専用エンジンとなり得る。
【００５８】
　モジュール３００は、アプリケーションエンジン（ファームウェア）と、デバイスへの
ユーザ選択およびユーザ制御された個人化音声管理の統合を単純化する専用プロセッサと
を備える。例示的実施形態では、モジュール３００は、デバイス３１４の中の各デバイス
に統合される。デバイス３１４は、必ずではないが典型的には、少なくとも１つのマイク
ロホンおよび少なくとも１つのスピーカを有する。ユーザ３１２は、モジュール３００と
併せて、ユーザに対して、各デバイスが音声を管理する方法を個人化することができる。
【００５９】
　モジュール３００の付加的な側面は、第３者の製造業者がモジュール３００の周囲にデ
バイスの音響部分を構築するにすぎないことである。例示的実施形態では、製造業者は、
オペレーティングシステム３０６およびユーザ選択された個人化音声管理アプリケーショ
ン３０８を修正せず、かつ修正することができない。したがって、製造業者は、第３者形
状因子への最大輸送可能性のために、単一のハードウェアソリューションへのシームレス
統合モジュール３００を通して、時間、労力、および金銭を節約する。
【００６０】
　図４は、少なくとも１つの例示的実施形態による、個人化音声管理を提供するためのプ
ロセスを図示する略図である。一般に、個人化音声管理の提供に関係する技術は、ハード
ウェア構成要素と、ソフトウェアとを備える。少なくとも１つの例示的実施形態では、ハ
ードウェア４０２は、トランスデューサ４０４と、Ｈ－ＣｈｉｐＴＭ４０６とを備える。
【００６１】
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　トランスデューサ４０４は、それぞれ、音響空間中の音声を提供し、受信するためのス
ピーカおよびマイクロホンである。アプリケーションに応じて、トランスデューサ４０４
のサイズおよび形状因子は、重要な設計パラメータであってもよい。トランスデューサ４
０４は、ユーザの体験を向上するように高忠実度の音声を提供するためのスピーカとなり
得る。同様に、トランスデューサ４０４は、音響情報を受信するためのマイクロホンとな
り得て、場合によっては、ユーザに聞こえない音声を拾うことができる。
【００６２】
　Ｈ－ＣｈｉｐＴＭ４０６は、上記で記載されるソフトウェアアプリケーション、および
個人化音声管理に関係する他のプログラムを実装するのに使用するための、マイクロプロ
セッサ、デジタル信号プロセッサ、論理回路、または特定用途向け集積回路となり得る。
Ｈ－ＣｈｉｐＴＭ４０６は、個人化音声管理に関し、ユーザ制御が特定の必要性のために
各アプリケーションのパラメータを調整することを可能にする際に、デバイスを管理する
ことに対して特異的なオペレーティングシステム４０８を含む。
【００６３】
　ハードウェア４０２は、有用性を追加し、安全性を提供し、ユーザの音響空間の個人化
を可能にするために、既存のデバイスまたは次世代デバイスに統合することができる。ハ
ードウェア４０２を提供することにより、デバイス製造業者４１０が、迅速に技術を製品
に統合することを可能にする。これは、健康および安全性における一般公衆の有益性のた
め、かつ個人化を通して個人のために、技術の採用サイクルを速める。ハードウェア４０
２は、４０４および４０６が動作可能に取り付けられる回路基板となり得る。
【００６４】
　デバイス製造業者４１０は、独自のハードウェアを提供するか、またはトランスデュー
サ４０４およびＨ－ＣｈｉｐＴＭ４０６を使用することができる。オペレーティングシス
テムおよびアプリケーションソフトウェアは、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）に記憶され
る。少なくとも１つの例示的実施形態では、オペレーティングシステム４０８およびアプ
リケーションソフトウェは、ＲＯＭに記憶することができる。記憶のために読み出し専用
メモリを使用することにより、デバイス製造業者４１０または消費者がソフトウェアコー
ドで改ざんすることを防止し、それにより、システムの完全性およびそれがユーザに対し
て機能する方法を維持する。本明細書では、ＲＯＭ記憶を参照するときに、少なくとも１
つの例示的実施形態は、ＲＡＭまたは他の読み書き記憶方法を含むことができることに留
意されたい。
【００６５】
　消費者製品業界の人々は、消費者の手の中のすべての新製品および古い製品でさえ、製
品と関連する企業が対応しなければならない責任問題を生じる場合があると述べている。
これはしばしば、製品の導入を遅延するか、または製品の発売に相当な費用を追加する。
少なくとも１つの例示的実施形態では、デバイス製造業者４１０が、認証４１６のために
製品を提供する。少なくとも１つの例示的実施形態では、認証４１６は、デバイス製造業
者４１０から独立した企業によって実施される。認証４１６は、デバイスが種々の条件お
よび公差の下で仕様通りに機能することを確実にするように、新製品が徹底的に試験され
るプロセスである。具体的には、認証４１６は、個人音声管理に関係するアプリケーショ
ンを実装する際のオペレーティングシステムおよびデバイス性能を試験する。デバイスが
認証試験に合格しなければ、それを修理または再設計することができる。次いで、修理ま
たは再設計されたデバイスは、試験仕様を満たすかどうかを判定するように、認証４１６
を受けることができる。
【００６６】
　少なくとも１つの例示的実施形態では、オペレーティングシステム４０８、ハードウェ
ア４０２、およびアプリケーションソフトウェアを使用するデバイス製造業者４１０に保
険をかけるための保険証書４１８が提供されてもよい。これは、デバイス製造業者がリス
クの少ない技術を展開することができるという点で、相当な有益性を提供する。また、デ
バイスを提供する各企業は、個人化音声管理システムが市場における他のシステムと同様
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または同一であることを知る。上述のように、オペレーティングシステムおよびアプリケ
ーションソフトウェアは、それを上書きすることができないことを確実にする、ＲＯＭに
記憶することができる。ソフトウェアが状況を無視して使用されており、デバイスの動作
をシャットダウンしているかどうかを判定するように、付加的な対策を講じることができ
る。
【００６７】
　いったん試験されて認証されると、デバイス製造業者４１０は、個人化音声管理を伴う
デバイス４２４を製造し、市場に出し、販売することができ、かつ保険証書４１８の規定
の下で責任の観点から保険に入ることができる。消費者は、認証デバイスを購入し４２０
、また、同じ保険証書４１８の下で保険に入ってもよく、または消費者向けの第２の保険
証書を有してもよい。保険証書４１８の下で保護された消費者４２２、および認証４１６
を有することは、消費者の信頼をデバイスの品質および信頼性に浸透させる。これは、以
下でさらに詳細に論議する。したがって、このプロセスは、デバイス製造業者４１０およ
び消費者の両方を保護しながら、個人化音声管理技術の製造業者の採用を生じるのに非常
に効率的である。
【００６８】
　図５は、少なくとも１つの例示的実施形態による、議論ウェブページを図示する略図で
ある。デバイス製造業者５０２は、製品５０６を開発し、プロトタイプを作り、製造する
。製品５０６は、個人化音声管理（ＰＳＭＴＭ）アプリケーション５０８を実行および実
施するためのハードウェアおよびオペレーティングシステム５０４を含む。
【００６９】
　少なくとも１つの例示的実施形態では、ハードウェアおよびオペレーティングシステム
５０４は、全ての個人化音声管理アプリケーション５０８を実行することが可能である。
製品５０６は、個人化音声管理アプリケーション５０８の全てを使用してもしなくてもよ
い。同様に、製品５０６のエンドユーザまたは顧客は、個人化音声管理アプリケーション
５０８の全てを使用してもしなくてもよい。
【００７０】
　製品５０６のハードウェアおよびオペレーティングシステム５０４は、全ての個人化音
声管理アプリケーション５０８を搭載している。ハードウェアおよびオペレーティングシ
ステム５０４は、仕様通りに個人化音声管理アプリケーション５０８を実行できることを
確実にするように、試験で用いられる。製品５０６は、デバイスの能力に応じて、全ての
個人化音声管理アプリケーションについて試験されてもされなくてもよい。製品５０６は
、製品のユーザ仕様を満たすように実行することができる、全ての個人化音声管理アプリ
ケーションの実装について試験される。少なくとも１つの例示的実施形態では、製品が個
人化音声管理アプリケーションの一部のみを実行するならば、（たとえハードウェアおよ
びオペレーティングシステム５０４が個人化音声管理アプリケーション５０８を実行する
ことができても）特定の製品に対して特定されていないアプリケーションの実行を締め出
すように製品を設計し、試験することができる。
【００７１】
　ハードウェアおよびオペレーティングシステム５０４を開発および製造するための経済
の規模は、多数の異なるデバイス製造業者５０２に、個人化音声管理を実装するためのエ
ンジン（ハードウェアおよびオペレーティングシステム５０４）を基本とさせることによ
って達成される。製品の整合性、製品の範囲を拡張する能力、および大量生産を通した費
用の低下は、全てこの方法論によって達成される。損害賠償保険が製品認証会社（または
他の会社）によって購入されてもよい実施例では、製品５０６の中の全ての個人化音声管
理アプリケーション５０８を試験することにより、ハードウェアおよびオペレーティング
システム５０４が、それが配置されている製品とは無関係に、仕様通りに機能することを
確実にする。さらに、ハードウェアおよびオペレーティングシステム５０４ならびに個人
化音声管理アプリケーション５０８の動作の変動がほとんどないか、または全くないこと
により、リスクを最小限化する。付加有益性は、改善されたデバイス性能ならびにより低
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い責任リスクへと、個人化音声管理デバイスを管理することの改善を可能にする、多様な
製品の膨大な統計的データベースが生成されることである。消費者は、健康、安全性、お
よび生活の質を改善する、極めて訓練され、安定した製品を有することによって利益を得
る。
【００７２】
　図６は、少なくとも１つの例示的実施形態による、個人化音声管理デバイスの試験を図
示する略図である。少なくとも１つの例示的実施形態では、個人化音声管理アプリケーシ
ョンを組み込む全ての製品の試験は、単一の実体によって試験される。個人化音声管理製
品６０２は、多数の異なる企業によって開発および製造することができる。前述のように
、これは、単一の実体が、そのように所望するならば、個人化音声管理製品６０２を作製
する製造業者および個人化音声管理製品６０２を使用する消費者を保険にかける、損害賠
償保険証書を購入することを可能にする。
【００７３】
　個人化音声管理製品６０２は、認証研究所６０４によって試験される。少なくとも１つ
の例示的実施形態では、認証研究所６０４は、個人化音声管理製品６０２を開発する、異
なる製造業者から独立しており、それにより、不偏試験を提供する。ハードウェア６０６
、ソフトウェア６０８、および製造６１０の試験６１４は、個人化音声管理製品６０２に
実施される。試験６１４は、個人化音声管理アプリケーションの動作および性能に関係し
ている。ハードウェア試験は、デバイスの個人化音声管理を実装する、プロセッサ、トラ
ンスデューサ、および他の要素を含む。ソフトウェア６０８の試験は、オペレーティング
システムおよび個人化音声管理アプリケーションを含む。試験６１４は、信頼性６１６お
よび品質６１８試験を含む。試験６１４はまた、いくつかの実施例では、個人化音声管理
製品が人体の開口部に装着される場合があるため、人体試験を含むこともできる。
【００７４】
　試験６１４に合格すると、個人化音声管理製品６０２は、認証研究所６０４によって認
証される。認証された製品６２０は、デバイスに対する何らかの形態の保証、補償、およ
び損害賠償保険を含むことができる。いかなる理由でも故障すれば、個人化音声管理製品
６０２に関する問題または課題が企業に報告される。是正措置を講じることができ、課題
が解決されているかどうかを判定するようにデバイスを再試験することができる。
【００７５】
　少なくとも１つの例示的実施形態では、認証研究所またはその親会社が、承認された個
人化音声管理製品６０２上に商標または会社ロゴを配置することによって、製品に銘柄を
付ける。商標またはロゴは、製品（ハードウェア、ソフトウェア、および知的財産）への
個人化音声管理技術の取り込み、ならびにデバイスの品質および信頼性を示す認証を表す
。
【００７６】
　図７ａは、少なくとも１つの例示的実施形態による、個人化音声管理製品の消費者購入
プロセスを図示する略図である。消費者は、展示域で、イヤホン等のいくつかの異なるデ
バイスを検討する。展示域は、消費者がハードウェアを見る、感知する、および触れるこ
とを可能にする。消費者は、展示域でイヤホン７０１に注目し、デバイスについてさらに
知りたいと思う。
【００７７】
　販売員は、イヤホン７０１を実演することができ、消費者がデバイスの機能および性能
を試験することを可能にする。他のイヤホンと比較した時の性能の差別化を例示するため
に、実演部屋または試験環境を使用することができる。少なくとも１つの例示的実施形態
では、イヤホン７０１は、可撤性かつ使い捨ての密閉部を有する、インイヤ式デバイスで
ある。これは、消費者が、各試験セッション後に密閉部を廃棄することによって衛生状態
を維持しながら、イヤホン７０１を使用して試験することを可能にする。
【００７８】
　消費者は、イヤホン７０１を購入したいことを販売員に示す。販売員は、購入取引を完
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了するために、サーバシステムに結合されているコンピュータにアクセスする。消費者は
、ステップ７０３でデータベースに入力される登録情報を提供する。消費者または販売員
は、データベースに情報を入力することができる。登録情報７０５は、個人、財務、企業
、および選好等の情報を含む。個人情報は、消費者を識別する、年齢、性別、住所、電話
番号、Ｅメールアドレス等のデータに関する。財務情報は、クレジット履歴、請求するた
めのクレジットカード、職業情報、および金融機関等の消費者の支払い能力に関する。企
業情報は、構成要素の業務用購入に関する。上記と同様に、企業識別および企業財務情報
が、購入とともに入力される。選好は、消費者が連絡を受けたい方法（Ｅメール、電話）
、デバイスのアップグレードについて知らされたいか、および関心があるかもしれない他
の製品等のものに関する。他の情報またはユーザ体験も、登録プロセス中に収集すること
ができる。
【００７９】
　次いで、消費者によって選択されたユニットが、システムに入力される。少なくとも１
つの例示的実施形態では、システムは、ユニットを識別し、イヤホン７０１と連動する、
ハードウェア、ソフトウェア、およびサブシステム７０７の一覧を提供する。消費者は、
利用可能なオプション７０９を見て、これらのオプションの中から選択することができる
。少なくとも１つの例示的実施形態では、選択プロセスは、イヤホン７０１に適用される
典型的なユーザ特徴のリストを提供することによって、トピック、職業、または他の特性
別に促進することができる。例えば、消費者が、マルチメディアプレーヤ用のイヤホン７
０１を購入している。イヤホン７０１は、雑音減衰、音楽の明瞭度、鮮明度、およびダイ
ナミックレンジを提供する。消費者は、ユーザに緊急イベントを警告する際にイヤホン７
０１によって提供される、安全側面に関心がある（そしてキオスクでこのトピックを選択
する）。例えば、イヤホン７０１は、音楽を聴いているときに聞こえにくい、サイレン、
緊急音、警報等を検出し、ユーザに認識させることができる。消費者は、「安全」トピッ
クを見ることによって、特定のデバイスに対する、安全状況についてユーザに警告する適
切なアプリケーションソフトウェアおよび音波シグニチャを選択することができる。消費
者は、他のトピックに目を通し続けて、所望のユーザ体験を補足し、実装するハードウェ
アおよびソフトウェアを選択することができる。
【００８０】
　前述のように、多くの異なる形式でオプションを提供することができる７０９。オプシ
ョンを提供する別の形式は、職業別である。例えば、歯科医に、診療室および患者全体に
支給するパッケージが提供されてもよい。イヤホンは、歯科に対する心理的障壁および歯
科診療室で働いている人々の聴力損失機構の両方である、掘削に関係する雑音を大幅に低
減する。職業パッケージは、デバイス間の無線通信を提供することができ、歯科医、助手
、および患者が、騒々しい環境でさえも話をする、または音楽を聴くことを可能にする。
交換可能なインイヤ式密閉部は、職員が各新規患者で衛生状態を維持することを可能にす
る。検討した後、消費者は、ステップ７１１で、（キオスクまたはコンピュータ上で）音
声空間を個人化する適切なハードウェアおよびソフトウェアを選択する。
【００８１】
　少なくとも１つの例示的実施形態では、イヤホン７０１に提供される、選択されたアプ
リケーションソフトウェアは、定期利用であり、それにより、消費者がアプリケーション
を使用する月額料金を支払う。代替として、選択されたアプリケーションソフトウェアは
、イヤホン７０１と関連するライセンスまたは購入となり得て、それにより、１回限りの
料金が支払われる。消費者は、販売員と合意条件について議論するか、またはコンピュー
タ上で契約を検討することができる。消費者が承認すれば、契約が署名または受理され、
ステップ７１３で、ハードウェアおよびソフトウェアに対する頭金が支払われる。消費者
は、途切れないサービスを確保するように、クレジットカードまたは他の自動支払方法論
に自動的に請求される、定期利用の支払いを有することができる。
【００８２】
　次いで、購入したイヤホンは、選択されたソフトウェアをダウンロードするように、有
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線または無線接続を介して接続され、有効化される７１５。ミニＵＳＢケーブル等の有線
接続７１７が、説明図に示されている。有線接続７１７は、適切なソフトウェアを有する
サーバシステムに接続する。少なくとも１つの例示的実施形態では、ステップ７１１から
の選択をメモリに記憶し、デバイスへのソフトウェアのダウンロードを指図し、ソフトウ
ェアをデバイスで使用することができ、適切なソフトウェアがロードされていることを検
証するために使用することができる。
【００８３】
　図７ｂは、少なくとも１つの例示的実施形態による、個人化音声管理製品の消費者購入
プロセスを図示する略図である。消費者７０２は、個人化音声管理製品ハードウェア７０
４および個人化音声管理アプリケーションソフトウェア７０６を購入することができる。
ソフトウェア７０６は、有用性、安全性、および健康上の利益を提供するために、ハード
ウェア７０４と連動し、消費者７０２に対して音声を個人化し、管理する。
【００８４】
　ハードウェア７０４は、通信デバイス、音声デバイス、またはイヤホン等の完成製品か
ら、デバイスの外観を向上させる、またはさらなるハードウェア特徴を追加するための補
助構成要素に及ぶことができる。消費者７０２がハードウェア７０４を購入する場合、購
入を続けるために顧客情報７０８が要求される。一般に、ハードウェア７０４を購入する
ために、顧客名、住所、個人情報、および財務情報が、典型的には要求される。アンケー
トまたは何らかの形態の奨励を通して、他の情報も収集することができる。顧客情報７０
８が存在し、消費者７０２が大いに役立つならば、顧客情報７０８の生成は要求されず、
発注プロセスが続く。顧客情報７０８をチェックする際に発生する問題は、消費者７０２
の再認証のために提出される。消費者７０２が選択したハードウェア７１０が検証され、
発注７１２が実施される。
【００８５】
　個人化音声管理アプリケーションソフトウェア７０６は、消費者７０２が特定の必要性
のために選択する、一組のアプリケーションである。いったん顧客情報７０８が確立され
ると、消費者７０８に定期利用情報７１４が提供される。個人化音声管理アプリケーショ
ンソフトウェア７０６の使用は、定期的料金または定期利用（例えば、月額料金）に基づ
く。定期利用情報７１４は、ソフトウェア７０６と関連する定期的な定期利用料金、使用
条件、アプリケーションの同梱パッケージ、および決定プロセスを完了するための他の関
連情報に関して消費者７０２に知らせる。消費者７０２が条件を承認するならば、受理ま
たは拒否するように、契約７１６が顧客に提供される。ハードウェア７１０の購入、個人
化音声管理アプリケーションソフトウェア７０６の定期利用申し込みの受理、または両方
を通して、発注が行われると、請求書７１８が生成される。少なくとも１つの例示的実施
形態では、購入プロセスはウェブベースであり、消費者７０２が、インターネットまたは
通信ネットワーク等の通信経路を通してクライアントシステムから購入することを可能に
する。
【００８６】
　図８は、少なくとも１つの例示的実施形態による、個人化音声管理アプリケーションを
含む新規デバイスを登録するステップを図示する略図である。新規デバイスまたはユニッ
トが、顧客８０２によって受容される。製造業者は、顧客８０２によって選択される、事
前発注された個人化音声管理アプリケーションを、ユニットにロードしている。典型的に
は、顧客８０２は、ユニットを受容した直後に試したいと思う（例えば、８０４、ユニッ
トが所定の期間、例えば、１週間にわたって動作可能である）。少なくとも１つの例示的
実施形態では、顧客８０２は、所定の期間にわたってユニットを試すことができる。一般
に、期間（例えば、１５～３０分）は、顧客８０２がユニットの感触をつかむために十分
長いが、有用な時間の長さではない。さらに、ユニットは、デバイスを登録しなければな
らず、ユニットが所定期間後に使用可能ではなくなることを、ユニット上のトランスデュ
ーサを通して顧客８０２に通知する。少なくとも１つの例示的実施形態では、顧客には、
購入されていない、ある特徴を実演する（８０６）機会があることに留意されたい。
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【００８７】
　少なくとも１つの例示的実施形態では、ウェブサイト８１０は、顧客８０２によって購
入されたユニットを登録するためのポータルである。ウェブサイト８１０は、プロセスを
単純化するように、新規デバイスの登録に専念したウェブページを有することができる。
顧客８０２は、ログインする（アカウントがすでに存在する場合）、または登録プロセス
に関係する個人情報を提供してもよい。１つ以上のデータベースに顧客および発注情報の
両方を含む、データベース８１２がアクセスされる。少なくとも１つの例示的実施形態で
は、ユニットは、ウェブサイト８１０を通してデバイス製造業者サーバ８１４と通信する
か、または顧客システムを通してそれに結合される。
【００８８】
　検証８１６は、全ての情報が正しく、懸案事項がないことを検証する。検証プロセス８
１６は、デバイスのシリアル番号、顧客８０２によって発注された特徴およびアプリケー
ション、個人／財務情報のようなものをチェックすることができる。
【００８９】
　図９は、少なくとも１つの例示的実施形態による、デバイスを有効にするステップを図
示する略図である。一般に、登録９０２は、図８で開示されるように、顧客情報をデバイ
スにリンクする。登録プロセスは、ユーザのインフォームドコンセントを収集し、記憶す
るための、包括的で法的に準拠した状態特有のインフォームドコンセントシステムを含む
。
【００９０】
　少なくとも１つの例示的実施形態では、デバイスは、少なくとも１つのマイクロホンを
有する。登録９０２のプロセスでは、顧客の声がデバイスによって録音される。顧客の声
は、デバイス上に、および顧客データベースへ記憶することができる。顧客の声は、デバ
イスを使用するための音声検証を含む、いくつかの用途に使用することができ、それによ
り、他人がデバイスを使用または盗用する抑止手段として作用する。
【００９１】
　図８で記述されるように、所定の期間にわたってユニットまたはデバイスを有効にする
ことができる。新規デバイスを有効にする前に、顧客が検討するために契約９０４が提供
される。契約は、デバイスを使用するための使用条件、および製品が厳密な試験プロセス
を通して認証されていることを概説する。少なくとも１つの例示的実施形態では、契約が
受理された場合、賠償責任補償が顧客に提供されてもよい。認証プロセスと併せて賠償責
任補償を有することは、個人化音声管理に関する消費者の信頼を構築するのに強力である
。
【００９２】
　顧客が契約９０４を受理しなかった場合、新規デバイスは有効化されない。少なくとも
１つの例示的実施形態では、ユニットの登録および有効化は、企業サーバに結合されたク
ライアントシステムを通したものである。したがって、ユニットは遠隔で有効化される。
【００９３】
　図１０は、少なくとも１つの例示的実施形態による、ユニットまたはデバイスを更新す
るステップを図示する略図である。デバイスは使用のために有効化される。一般に、ユー
ザがデバイスについてよく分かるようになるために、使用説明書または操作用ビデオが提
供されてもよい。この支援があっても、デバイスが多くの特徴およびアプリケーションを
有する場合があるため、ユーザは、ユニットを理解し、操作しようとして、圧倒され、ま
たは苛立ち得る。場合によっては、ユーザは、全ての特徴を操作する方法を習得しようと
したいとさえ思わず、最初に、ユーザに重要な有用性を提供するアプリケーションから始
める場合がある。ユーザは、デバイスの全ての能力を使用する方法の習得に決して取り組
まない場合がある。また、デバイスの誤用は、深刻または有害な状況を引き起こし得る、
危険な動作条件につながり得る。
【００９４】
　順応１００２は、デバイスのユーザが特徴セット全体を十分理解することを確実にする
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プロセスであるが、より具体的には、安全かつ構造化された方式で適正な利用を確保する
方法で、特徴を有効にする。少なくとも１つの例示的実施形態では、順応１００２は、学
習モジュールおよびリマインダモジュールといった、２つの構成要素を備える。学習モジ
ュールは、デバイスのユーザに、デバイスの機能的構成要素を「教える」システムである
。少なくとも１つの例示的実施形態では、学習モジュールは、デバイスのある機能または
特徴が有効化される前に、特定の能力の分野でユーザを評価する、学習システムを組み込
んでもよい。例えば、デバイスの特徴は、ユーザが所定の時間にわたって特定の機能を利
用した（それにより、特徴を使用する能力を示す）後に自動的に、または手動で（ユーザ
が特徴を使用することに自信を持っている時）あるいは自動的に呼び出すことができる、
ユーザ能力評価の後に、連続的に有効化される。
【００９５】
　リマインダモジュールは、順応１００２で使用されてもされなくてもよい。リマインダ
は、特徴の正しい利用をユーザに思い出させる働きをし、また、ユーザが所与の期間に使
用していないかもしれないデバイスの他の特徴をユーザに思い出させる働きもする。少な
くとも１つの例示的実施形態では、所定の期間に基づいて、評価が呼び出される。評価は
、単一の機能または特徴、あるいは異なる機能の組み合わせに対するものであってもよい
。評価する前の所定の期間は、機能に応じて変化し得る。代替として、評価は、ソフトウ
ェアのアップグレードまたはユーザ利用の検出された変化等の、特定の最近のイベントに
基づいて呼び出されてもよい。ユーザが評価に合格した場合、評価が繰り返されてもよく
、ユーザ能力が評価された対応する機能の関連学習モードが繰り返されてもよく、または
ユーザ能力が評価された対応する機能が無効にされてもよい。したがって、順応１００２
は、ユーザが分かりやすいペースでデバイスを習得することを可能にし、ユーザが特徴を
使用する方法を知らないことを確実にし、有害となり得る方式でデバイスを使用すること
からユーザを保護する。
【００９６】
　デバイスは、クライアントシステムからデバイス上の企業サーバ更新ソフトウェアに結
合するか、または新規ハードウェアおよびソフトウェアを購入することができる。上記で
開示されるように、訂正される必要のある問題（例えば、支払い忘れ、ユーザがデバイス
に合致しない等）があるかどうかを判定するように、ユーザ情報がチェックされる。問題
を訂正することができない場合、デバイスがステップ１００６で無効化される。少なくと
も１つの例示的実施形態では、ユーザ情報、デバイス、および個人化音声管理アプリケー
ションは、相関がある。サーバは、デバイスの更新をチェックし、デバイスに更新をダウ
ンロードする。ユーザは、図９で説明されるように、定期利用する契約および使用条件の
契約に合意することを含む、ハードウェアまたはソフトウェア購入について図７Ａ―Ｂで
説明されるような同様のプロセスを経験する。
【００９７】
　図１１は、少なくとも１つの例示的実施形態による、個人化音声管理を実装するための
デバイスを図示する略図である。デバイスは概して、ユーザの耳道１１２４を部分的に密
閉または密閉し、本発明の少なくとも１つの例示的実施形態に従って構築され、動作する
、イヤホンとして示される。図示されるように、イヤホンは、電子筐体ユニット１１００
と、密閉ユニット１１０８とを備える。イヤホンは、典型的には、ユーザ１１３０の耳道
１１２４の中に配置されるため、挿耳型音響アセンブリ用の電子音響アセンブリを表す。
イヤホンは、挿耳型イヤホン、耳掛け式イヤホン、耳の中の受信機、部分的嵌合デバイス
、または任意の他の好適なイヤホンの種類となり得る。イヤホンは、耳道１１２４を部分
的または完全に閉塞することができ、健康または異常な聴覚機能を有するユーザによる使
用のために好適である。
【００９８】
　イヤホンは、周囲音を捕捉する周囲音マイクロホン（Ａｍｂｉｅｎｔ　Ｓｏｕｎｄ　Ｍ
ｉｃｒｏｐｈｏｎｅ／ＡＳＭ）１１２０と、耳道１１２４にオーディオを送達する耳道受
信機（Ｅａｒ　Ｃａｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｒ／ＥＣＲ）１１１４と、耳道１１２４内の
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音声曝露レベルを捕捉し、評価する耳道マイクロホン（Ｅａｒ　Ｃａｎａｌ　Ｍｉｃｒｏ
ｐｈｏｎｅ／ＥＣＭ）１１０６とを含む。イヤホンは、種々の程度の遮音を提供するよう
に、耳道１１２４を部分的または完全に閉塞することができる。少なくとも１つの例示的
実施形態では、アセンブリは、ユーザの耳道１１２４に挿入されるように、かつ耳道１１
２４への入口と鼓膜１１２６（または中耳）との間の場所で耳道１１２４の壁との音響シ
ールを形成するように設計されている。一般に、そのようなシールは、典型的には、密閉
ユニット１１０８の軟質かつ柔軟な筐体を用いて達成される。
【００９９】
　密閉ユニット１１０８は、耳道１１２４に対応する第１の側面と、周囲環境に対応する
第２の側面とを有する、音響障壁である。少なくとも１つの例示的実施形態では、密閉ユ
ニット１１０８は、耳道マイクロホンチューブ１１１２と、耳道受信機チューブ１１１０
とを含む。密閉ユニット１１０８は、耳道１１２４の中で、密閉ユニット１１０８の第１
の側面と鼓膜との間に約５ｃｃの閉鎖空洞を作成する。この密閉の結果として、ＥＣＲ（
スピーカ）１１１４は、ユーザに音声を再生するときに、全範囲の低音応答を生成するこ
とが可能である。このシールはまた、耳道１１２４への入口における音場に起因する、ユ
ーザの鼓膜における音圧レベルを有意に低減する働きをする。このシールはまた、電子音
響アセンブリの遮音性能の基礎でもある。
【０１００】
　少なくとも１つの例示的実施形態では、より広範な文脈において、密閉ユニット１１０
８の第２の側面は、イヤホン、電子筐体ユニット１１００、および周囲環境に曝露される
周囲音声マイクロホン１１２０に対応する。周囲音声マイクロホン１１２０は、ユーザの
周辺の周囲環境から周囲音を受信する。
【０１０１】
　電子筐体ユニット１１００は、マイクロプロセッサ１１１６、メモリ１１０４、バッテ
リ１１０２、ＥＣＭ１１０６、ＡＳＭ１１２０、ＥＣＲ１１１４、およびユーザインター
フェース１１２２等のシステム構成要素を収納する。マイクロプロセッサ１１１６（また
はプロセッサ１１１６）は、イヤホンの計算および操作を行うための論理回路、デジタル
信号プロセッサ、コントローラ、または同等物となり得る。マイクロプロセッサ１１１６
は、メモリ１１０４、ＥＣＭ１１０６、ＡＳＭ１１２０、ＥＣＲ１１１４、およびユーザ
インターフェース１１２０に動作可能に結合される。ワイヤ１１１８は、イヤホンに外部
接続を提供する。バッテリ１１０２は、イヤホンの回路およびトランスデューサに電力供
給する。バッテリ１１０２は、再充電可能または交換可能なバッテリとなり得る。
【０１０２】
　少なくとも１つの例示的実施形態では、電子筐体ユニット１１００は、密閉ユニット１
１０８に隣接する。電子筐体ユニット１１００の開口部は、それぞれＥＣＭ１１０６およ
びＥＣＲ１１１４に結合するように、ＥＣＭチューブ１１１２およびＥＣＲチューブ１１
１０を受容する。ＥＣＲチューブ１１１０およびＥＣＭチューブ１１１２は、耳道１１２
４を往復する信号を音響的に結合する。例えば、ＥＣＲは、ＥＣＲチューブ１１１０を通
して耳道１１２４の中へ音響信号を出力し、そこでイヤホンのユーザの鼓膜によって受信
される。逆に、ＥＣＭ１１１４は、ＥＣＭチューブ１１１２を通して耳道１１２４の中に
存在する音響信号を受信する。示された全てのトランスデューサは、オーディオ信号処理
を行い、有線（ワイヤ１１１８）または無線通信経路を介したオーディオ用の送受信機を
提供する、プロセッサ１１１６に、オーディオ信号を受信または伝送することができる。
【０１０３】
　イヤホンは、耳道１１２４の内側および外側の両方の音圧レベルを能動的に監視し、安
全な音声再生レベルを確保するように監視を維持しながら、空間的および音色的な音質を
向上させることができる。種々の実施形態におけるイヤホンは、リスニング試験を行い、
環境中の音声をフィルタにかけ、環境中の警告音を監視し、識別された警告音に基づいて
通知を提示し、一定オーディオコンテンツを周囲音レベルに維持し、個人化聴覚レベル（
Ｐｅｒｓｏｎａｌｉｚｅｄ　Ｈｅａｒｉｎｇ　Ｌｅｖｅｌ／ＰＨＬ）に従って音声をフィ
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ルタにかけることができる。
【０１０４】
　イヤホンは、ＥＣＲ１１１４およびＥＣＭ１１０６を使用して、耳道１１２４をモデル
化する耳道伝達関数（Ｅａｒ　Ｃａｎａｌ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ／ＥＣ
ＴＦ）を生成するとともに、ＡＳＭ１１２０を使用して、外耳道伝達関数（Ｏｕｔｅｒ　
Ｅａｒ　Ｃａｎａｌ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ／ＯＥＴＦ）を生成すること
ができる。例えば、ＥＣＲ１１１４は、耳道１１２４内でインパルスを送達し、耳道１１
２４のインパルス応答とのインパルスの相互相関を介してＥＣＴＦを生成することができ
る。イヤホンはまた、すべての漏出を補うように、ユーザの耳との密閉プロファイルを判
定することもできる。それはまた、音声曝露および回復時間を推定する音圧レベル線量計
も含む。これは、イヤホンが耳への音声曝露を安全に行い、監視することを可能にする。
【０１０５】
　少なくとも１つの例示的実施形態では、イヤホンは、メモリに記憶された多数の音波シ
グニチャを有する。ＡＳＭ１１２０は、周囲環境からプロセッサ１１１６に音響情報を提
供している。プロセッサ１１１６は、音波シグニチャと同様の音声について音響情報を分
析する。いったん識別されると、イヤホンは、用途に基づいて音声に応答を提供する。第
１の例示的実施形態では、イヤホンが、音楽または電話（またはイヤホンによって提供さ
れている優勢な音源）を低減し、識別された信号（救急車またはパトカー）を増幅し、そ
れにより、接近している車両についてユーザに通知する。第２の例示的実施形態では、車
両の方向を含んで、救急車またはパトカーが接近していることを（合成音声を通して）イ
ヤホンがユーザに教える。イヤホンはまた、識別された信号に音声警告を提供することも
できる。他の変化例が可能である。
【０１０６】
　逆に、イヤホンは、反対の動作を行うことができる。イヤホンは、音波シグニチャと同
様の信号を識別し、次いで、ＥＣＲ１１１４を通してそれを提供する前に減衰させること
ができる。例えば、イヤホンのユーザは、銃の熱狂者である。ユーザは、銃撃に関係する
音波シグニチャをダウンロードする。イヤホンは、銃撃音を識別すると、銃撃の音波シグ
ニチャと同様のＡＳＭ１１２０によって提供された音響情報の一部分を減衰させる一方で
、他の信号が伝わることを可能にする。したがって、ユーザは、イヤホンに会話を通過さ
せながら、銃撃音が減衰された状態で、銃射撃場において会話に従事することができ、そ
れにより、この環境中で大きな音から耳を保護し、より明確に会話を聞くことが可能であ
る。
【０１０７】
　少なくとも１つの例示的実施形態では、イヤホンは、手動で、または自動的に録音し、
音圧レベルを測定し、メタデータ（タイムスタンプおよびジオコードを含む）を添付し、
音声データベースへの通信経路が存在するときに情報をアップロードすることができる。
イヤホンは、本明細書で開示される個人化音声管理ソフトウェアを実行することが可能で
ある。また、種々の企業が独自のイヤホン設計のデバイスを製造することを可能にするた
めに、図３で開示されるように、トランスデューサ（ＥＣＲ１１１４、ＡＳＭ１１２０、
およびＥＣＭ１１０６）、プロセッサ１１１６、および密閉ユニット１１０８等のハード
ウェア成分が製造業者に提供される。イヤホンが個人化音声管理デバイスの実施例として
使用されるが、音声の制御を個人化するために、構成要素を他の通信デバイスおよび音声
デバイスで使用できることに留意されたい。
【０１０８】
　少なくとも１つの例示的実施形態では、密閉部１１０８は交換可能なユニットである。
密閉部１１０８を引き出し、ユニットとして交換することができる。密閉部１１０８は、
微粒子の蓄積により、経時的に劣化し得る。また、密閉部１１０８を定期的に交換するた
めの衛生および健康上の理由があってもよい。少なくとも１つの例示的実施形態では、密
閉部１１０８の交換部品は、定期的な定期利用料金の一部としてユーザに提供する、店頭
で購入する、またはウェブ環境を通して購入することができる。
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【０１０９】
　図１２は、少なくとも１つの例示的実施形態による、個人化音声管理を実装するための
デバイスのブロック図である。電力供給部１２０５が、マイクロプロセッサ／ＤＳＰ１２
０６（またはプロセッサ１２０６）およびデータ通信システム１２１６を含む、イヤホン
の構成要素に電力供給する。図示されるように、イヤホンは、データ通信システム１２１
６を通して、ＡＳＭ１２１０、ＥＣＲ１２１２、およびＥＣＭ１２０８に動作可能に結合
される、プロセッサ１２０６を含む。データ通信システム１２１６は、１つ以上のアナロ
グ・デジタル変換器（Ａｎａｌｏｇ　ｔｏ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）およ
びデジタル・アナログ変換器（Ｄｉｇｉｔａｌ　ｔｏ　Ａｎａｌｏｇ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅ
ｒ／ＤＡＣ）を含むことができる。プロセッサ９０６は、関連ランダムアクセスメモリ（
Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　メモリ／ＲＡＭ）１２０２および読み出し専用メモリ（Ｒ
ｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）１２０４とともに、マイクロプロセッサ、特定用途向
け集積チップ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃ
ｈｉｐ／ＡＳＩＣ）、および／またはデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）等のコンピュー
ティング技術を利用することができる。フラッシュ、不揮発性メモリ、ＳＲＡＭ、ＤＲＡ
Ｍ、または類似技術等の他のメモリ種類を、プロセッサ１２０６とともに記憶に使用する
ことができる。プロセッサ１２０６はまた、タイムスタンプを記録するクロックも含むこ
とができる。
【０１１０】
　一般に、データ通信システム１２１６は、イヤホンの構成要素およびイヤホン外部の構
成要素への通信経路である。通信リンクは、有線または無線となり得る。少なくとも１つ
の例示的実施形態では、データ通信システム１２１６は、イヤホンのＥＣＭアセンブリ１
２０８、ＡＳＭアセンブリ１２１０、視覚ディスプレイ１２１８、およびユーザ制御イン
ターフェース１２１４と通信するように構成される。示されるように、ユーザ制御インタ
ーフェース１２１４は、有線または無線接続することができる。少なくとも１つの例示的
実施形態では、データ通信システム１２１６は、ユーザの携帯電話、第２のイヤホン１２
２２、および携帯型メディアプレーヤ１２２８等の、イヤホン外部のデバイスとの通信が
可能である。携帯型メディアプレーヤ１２２８は、手動ユーザ制御１２３０によって制御
することができる。
【０１１１】
　ユーザの携帯電話は、携帯電話通信システム１２２４を含む。マイクロプロセッサ１２
２６は、携帯電話通信システム１２２４に動作可能に結合される。図示されるように、複
数のデバイスを、ユーザの携帯電話への別の個人によって装着されたイヤホン１２２０の
接続等、相互に無線接続することができる。同様に、ユーザの携帯電話は、イヤホン１２
０１のデータ通信システム１２１６ならびに第２のイヤホン１２２２に接続することがで
きる。この接続は、１人以上の人々が、それぞれのイヤホンを通して、ユーザの携帯電話
で電話を聞き、応答することを可能にする。
【０１１２】
　図示されるように、データ通信システム１２１６は、音声認識システム、音声ディクテ
ーションシステム、ボイスレコーダ、または任意の他の音声関連プロセッサ等の、１つ以
上のサブシステムに音声制御を提供する、音声動作制御（ＶＯＸ）モジュールを含むこと
ができる。ＶＯＸモジュールはまた、話し声の存在および話し声の音声活動レベルをサブ
システムに示すスイッチとしての機能も果たすことができる。ＶＯＸは、離散またはアナ
ログ電子構成要素によって実装されるハードウェア構成要素、あるいはソフトウェア構成
要素となり得る。１つの配設では、プロセッサ１２０６は、プログラムコード、アセンブ
リ言語、または機械言語等のソフトウェアを用いたＶＯＸの機能性を提供することができ
る。
【０１１３】
　ＲＯＭ１２０４は、個人化音声管理アプリケーションを記憶して、コードの修正および
改ざんの可能性を最小限化するために使用することができる。ＲＡＭ１２０２はまた、プ
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ロセッサ１２０６上で実行するためのプログラム命令、ならびに捕捉オーディオ処理デー
タを記憶することもできる。例えば、メモリＲＡＭ１２０２およびＲＯＭ１２０４は、オ
フチップかつプロセッサ１２０６外部にあり、周囲音および内部音を一時的に捕捉するデ
ータバッファと、プロセッサによる指令に反応して圧縮形式で履歴の最近の部分をデータ
バッファから保存する記憶メモリとを含むことができる。データバッファは、以前の時点
まで現在の時点におけるオーディオ音声を一時的に保存する、循環バッファとなり得る。
また、データバッファは、１つの構成では、高速データアクセスを提供するようにプロセ
ッサ１２０６上に存在できることも留意されたい。記憶メモリは、捕捉または圧縮オーデ
ィオデータを記憶するＳＲＡＭ等の不揮発性メモリとなり得る。不揮発性メモリはまた、
音波シグニチャを記憶するために使用することもできる。
【０１１４】
　データ通信システム１２１６は、例えば、携帯型メディアプレーヤ１２２８、携帯電話
、または任意の他の通信デバイスからオーディオコンテンツを受信し、プロセッサ１２０
６にオーディオコンテンツを送達するように、プロセッサ１２０６およびＶＯＸに動作可
能に結合されるオーディオインターフェースを含むことができる。プロセッサ１２０６は
、ＶＯＸからの音声動作イベントの検出に応じて、イヤホンのユーザの耳道に送達される
オーディオコンテンツを調整することができる。例えば、プロセッサ１２０６（またはデ
ータ通信システム１２１６のＶＯＸ）は、ユーザの耳道に鋭い音声を伝達するための音波
シグニチャ等のイベントの検出に応じて、オーディオコンテンツの音量を下げることがで
きる。ＥＣＭ１２０８を用いたプロセッサ１２０６はまた、耳道の内側の音声曝露レベル
を能動的に監視し、データ通信システム１２１６のＶＯＸによって行われる音声動作決定
に基づいて、安全かつ主観的に最適化された聴取レベルの範囲内にオーディオを調整する
ことができる。
【０１１５】
　イヤホンおよびデータ通信システム１２１６はさらに、ＢｌｕｅｔｏｏｔｈＴＭ、Ｗｉ
ｒｅｌｅｓｓ　Ｆｉｄｅｌｉｔｙ（ＷｉＦｉ）、Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅ
ｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｅｅｓｓ（ＷｉＭＡＸ）、および
／または他の短距離または長距離通信プロトコルを無制限に含む、任意の数の無線アクセ
ス技術を単独で、または組み合わせてサポートすることができる、送受信機を含むことが
できる。送受信機はまた、無線でイヤホンに動的にダウンロードおよびアップロードする
ためのサポートも提供することができる。また、次世代アクセス技術も本開示に適用でき
ることにも留意されたい。
【０１１６】
　データ通信システム１２１６はまた、衛星信号を傍受し、それからイヤホンの場所固定
を判定することができる、一般的なＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓ
ｙｓｔｅｍ）受信機等の一般的な技術を利用する、場所受信機を含むこともできる。
【０１１７】
　電力供給部１２０５は、イヤホンの構成要素にエネルギーを供給し、携帯型用途を促進
するために、交換可能バッテリ、供給規制技術、および充電システム技術等の、一般的な
電力管理技術を利用することができる。モータ（図示せず）は、触覚振動を介して感覚を
改善するように電力供給部１２０５に結合される、単一の供給モータドライバとなり得る
。実施例として、プロセッサ１２０６は、警告音または着信音声電話の検出等の動作に応
じて振動するようにモータに指図することができる。
【０１１８】
　イヤホンはさらに、マスタ・スレーブ配設で構成される単一の動作デバイスまたは一群
のデバイス、例えば、携帯デバイスおよびイヤホンを表すことができる。後者の実施形態
では、イヤホンの構成要素は、マスタおよびスレーブデバイスに対する異なる形状因子で
再利用することができる。
【０１１９】
　図１３は、少なくとも１つの例示的実施形態による、音波シグニチャを音波シグニチャ
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データベース１３０８に提供するように構成される、通信デバイス１３０２またはイヤホ
ン１３１０の略図である。世界中から多数の音声を収集することは、大変な作業である。
前述のように、いずれのグループまたは企業実体にも、継続的に世界を音響的にマッピン
グする能力がない。少なくとも１つの例示的実施形態では、音波シグニチャの収集は、音
波シグニチャデータベース１３０８用の音声を捕捉し、提供することを簡単にすることに
よって、可能な限り多くの人々を動員することによって達成される。これは、手動で、ま
たは自動的に音波シグニチャを捕捉し、データベース１３０８に提供するために何十億も
の人々に連絡する可能性を有する、共通デバイスを適合させることによって達成される。
【０１２０】
　少なくとも１つの例示的実施形態では、通信デバイス１３０２は、音声を受信するため
のマイクロホンを有する移動通信デバイスである。通信デバイス１３０２の実施例は、電
話、携帯電話、ＰＤＡ、コンピュータ、送受信兼用無線機、スマートフォン、およびイヤ
ホンである。イヤホン１３１０は、音声を捕捉するためのマイクロホンと、図１２で開示
される回路とを含む。イヤホン１３１０は、音声を録音し、音圧レベルを測定するために
動作可能に構成される。イヤホン１３１０のマイクロホンから受信された音響情報は、イ
ヤホン１３１０の中に存在するメモリに録音され、タイムスタンプおよびジオコードを含
むメタデータでタグ付けされる。音圧レベル（ＳＰＬ）は、典型的にはオーディオ処理が
イヤホン１３１０内で発生する前に、アナログまたはデジタル信号処理を通して、マイク
ロホン信号から測定される。この録音されたイベントのＳＰＬ測定は、記憶された録音お
よびメタデータに関連付けられる。同様に、通信デバイス１３０２は、録音、音圧レベル
の測定、記憶、およびメタデータ（タイムスタンプおよびジオコード）によるタグ付けを
含む、音声１３１２を捕捉するために適合される。少なくとも１つの実施形態では、通信
デバイス１３０２は、特異的に音波シグニチャデータベースを生成するために、図１２の
回路と同様の付加的な回路をデバイスの中に有することができる。代替として、通信デバ
イス１３０２内の回路は、音声を録音し、音圧レベルを測定するために適合することがで
きる。具体的には、正確な音圧レベル測定および録音を確保するために、マイクロホンの
配置、マイクロホンのポーティング、ならびにオーディオ処理（自動利得制御、均等化等
）等の通信デバイスの機械的側面が考慮される。
【０１２１】
　少なくとも１つの例示的実施形態では、通信デバイス１３０２を有するユーザは、手動
で、または自動的に、音波シグニチャを捕捉し、音波シグニチャデータベース１３０８に
提供する。例えば、通信デバイス１３０２上のマイクロホンは、音声を受信するために常
に有効化されている。音声は、バッファに記憶することができる。バッファの中の音声は
分析され、種々の基準に基づいて、データベース１３０８に提供されるように構成されて
保存することができる。例えば、音圧レベル、時間、音声の周波数、地理的場所、または
音声の認識（音波シグニチャ検出）等の基準は、バッファの中の音声が保存に値すること
を判定するために使用することができる、ほんの数例のパラメータである。タイムスタン
プおよびジオコード等のメタデータが自動的に添付されるが、ユーザも情報を追加するこ
とができる。少なくとも１つの例示的実施形態では、通信経路が開かれ、ウェブサイト１
３０６へ、より具体的にはデータベース１３０８へのリンクが作られ、そこで記憶された
音声を自動的にアップロードすることができる。少なくとも１つの例示的実施形態では、
通信経路がメモリを保存するために利用可能であれば、音波シグニチャ、音圧レベル、お
よびメタデータを即座に送信することができる。ウェブサイト１３０８と通信デバイス１
３０２またはイヤホン１３１０のユーザとの間のさらなる通信は、より都合の良いときに
、提供された音声１３１２を編集し、識別し、説明し、フォーマットするように行うこと
ができる。オーディオ情報を含むビデオ情報も、上記で開示されるような同様の様式で提
供できることに留意されたい。ビデオからのオーディオ情報は、音波シグニチャデータベ
ース１３０８に使用することができる。
【０１２２】
　イヤホン１３１０および通信デバイス１３０２は、ともに動作可能に結合することがで
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きる。ユーザによって有効化されると、イヤホン１３１０が音声１３１２の主要レコーダ
であるように、優先順位を設定することができる。イヤホン１３１０は、他のデバイス、
例えば、携帯型メディアプレーヤとともに使用することができる。イヤホンは、上記で説
明されるように、自動的に、または手動で、録音し、ＳＰＬを測定し、音声１３１２のメ
タデータをタグ付けすることができる。イヤホン１３１０が通信経路に結合されるか、ま
たは通信経路を有する、それが動作可能に結合される別のデバイスを通る場合、イヤホン
１３１０に記憶された音波シグニチャを、ウェブサイト１３０６および音波シグニチャデ
ータベース１３０８に送信することができる。代替として、音波シグニチャは、より都合
のよいときに、例えば、自宅のユーザのパーソナルコンピュータへの有線または無線リン
クで、ウェブサイト１３０６および音波シグニチャデータベース１３０８にアップロード
することができ、ユーザが情報を提供する前に付加的なメタデータを提供することも可能
にする。したがって、捕捉し、記憶し、ＳＰＬを測定し、タイムスタンプおよびジオコー
ドを含むメタデータを追加し、データベースに音響情報をアップロードし、それにより、
継続的に音声収集のために最大地理的地域にわたって最大数の人々を含むために適合され
る、共通デバイスが提供されている。
【０１２３】
　図１４は、少なくとも１つの例示的実施形態による、音波シグニチャを捕捉し、音波シ
グニチャを音声のデータベース１４１８に提供する携帯電話１４０４を図示するブロック
図である。携帯電話１４０４は、独占的ボタンを介して、または自動プロセスを通して、
音波シグニチャを捕捉するために有効化される。少なくとも１つの例示的実施形態では、
ユーザは、音声が録音されるか、音圧レベル測定が記録されるか、または両方が取得され
るかどうかを選択することができる。デフォルトは、両方が自動的に取得されることとな
り得る。
【０１２４】
　音声１４０２は、携帯電話１４０４上のマイクロホンによって受信され、音声を録音す
るステップ１４０６でバッファに記憶される。バッファの中の音声は分析され、保存され
ることが判定される。音波シグニチャの音圧レベル（ＳＰＬ）は、ＳＰＬを測定するステ
ップ１４０８で測定または計算することができる。ユーザはまた、キーボードを介して、
メタデータテーブルにメタデータ１４１０を手動で入力することもでき、または添付オー
ディオストリームにおける発声説明となり得る。メタデータ１４１０は、音波シグニチャ
に対応するタイムスタンプおよびジオコードを含む。
【０１２５】
　少なくとも１つの例示的実施形態では、音波シグニチャ、音圧レベル、およびメタデー
タは、携帯電話１４０４上に存在するメモリ１４１２に記憶することができる。音波シグ
ニチャのキュー１４１４は、適切なときにアップロードするために、メモリ１４１２に記
憶することができる。ユーザは、通信経路が完成すると、音声のデータベース１４１８へ
の音波シグニチャのキュー１４１４のアップロードを開始することができる。少なくとも
１つの例示的実施形態では、通信経路が有効化されると、携帯電話１４０４は、自動的に
音声のデータベース１４１８の中のサーバに接続し、音波シグニチャのキュー１４１４を
アップロードすることができる。音声のデータベース１４１８上に記憶されるものの、音
波シグニチャが正しい形式であるか、または永久に記憶されるほど十分独特であるかを判
定する反復プロセスがあってもよい。したがって、音声のデータベース１４１８は、直接
手段によって達成することができない、携帯電話等の共通デバイスを使用した自動プロセ
スによって、世界中で収集することができる。少なくとも１つの例示的実施形態では、音
声のデータベース１４１８は、識別された音声への応答を識別し、提供するための音波シ
グニチャを提供するように構成される、個人化音声管理アプリケーションと併せて使用さ
れる。
【０１２６】
　Ｈｅａｒｉｕｍ　Ｌａｂｓブランドの製品に活発に従事し、参加するように小売業者を
勧めるために、年収共有方法論に基づいてビジネスモデルが開発されている。この特許出
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願中のアプローチを通して、初めて、小売業者、操作者、および他の供給業者は、広く深
い範囲の消費者に販売することができる、単一のオーディオイヤホンまたは他のデバイス
を店に置くことが可能となる。「ｉＰｏｄ／ｉＴｕｎｅｓ」アプローチを利用して、供給
業者は、店内のハードウェアおよび販売場所またはその後の個人化音声管理アプリケーシ
ョンの販売から利益を得る。消費者がイヤホンまたはデバイスを経時的に個人化し続ける
と、供給業者は、供給業者とＨｅａｒｉｕｍ　Ｌａｂｓとの間の共同共有プログラムを通
して、アプリケーション収入の残りの最大５０％を稼ぐ。
【０１２７】
　これを達成するために、Ｈｅａｒｉｕｍ　Ｌａｂｓは、ハードウェアソルーションが、
消費者中心の販売購入および活性化のための商業的融通性を伴って立案されている、ウェ
ブ化環境から離れて稼働することを可能にしてきた。このアプローチは、個人化音声管理
アプリケーションが、任意のインターネット装備ＰＣおよびウェブベースのブラウザを通
して、遠隔でダウンロードされ、ハードウェア上で起動されることを可能にする。したが
って、消費者は、購入および定期利用アプリケーションの両方を追加することによって、
デバイスを「向上」させ、デバイスを装着者およびその環境に順応させるように設計され
ている技術で体験を個人化することが可能となる。
【０１２８】
　一般に、新規技術の大量採用に対する障壁を排除するプロセスが提供されてきた。結果
として、多数の製造業者によって技術を提供することができ、それにより、発売時に普遍
的な利用可能性を有する。個人化音声管理を有する各新製品で同じハードウェアおよびソ
フトウェアを使用することによって、汎用互換性も提供される。認証は、各デバイスが仕
様に合わせて製造可能であり、機能することを確実にする。製造業者および消費者は、賠
償責任補償が提供されてもよいため、利益を得る。消費者は、順応プロセスを通して急速
に技術に適応することができる。
【０１２９】
　例示的実施形態を参照して本発明を説明してきたが、本発明は、開示された例示的実施
形態に限定されないことを理解されたい。以下の請求項の範囲は、全てのそのような修正
ならびに同等の構造および機能を包含するよう、最大広義の解釈にふさわしいものである
。
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